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序    文 

 

インドネシア国は、生物多様性に富んでおり、人類にとって有益となる微生物資源が多

く潜在していると思われます。しかし、そのような資源を統合的に管理している機関がな

く、その資源の活用については国外の研究者にとっても課題となっています。チビノンに

所在するインドネシア科学院生物学研究センター（RCB－LIPI）は、日本の協力を受けて、

既に動物や植物に係る世界的に認められる標本館を整備しており、微生物分野においても、

国を代表する国際的微生物資源センターを構築したいと望んでいました。そのような中、

日本において代表的な生物資源センターを保有する独立行政法人製品評価技術基盤機構 

(NITE)が日本側の研究機関代表として、RCB－LIPI と共同で本案件を計画しました。要請

概要は、インドネシアの微生物資源より農業や環境保全などにおいて人類にとって有益な

ものを探索・研究し、またそれの分離・保管・管理などを国際標準レベルで実施できる微

生物資源センターの機能を構築する、というものです。 

 

これを受けて独立行政法人国際協力機構（JICA）は、協力内容の協議のために 2010 年 7

月 27 日～8 月 7 日まで詳細計画策定調査団（団長：睦好絵美子 地球環境部森林・自然環

境保全第一課長）を派遣し、2010 年 8 月 5 日に協議議事録（Minutes of Meetings: M/M）を

署名しました。その後、2010 年 12 月（12/13-15）、2011 年 1 月（1/19-21）の追加的協議を

経て、2011 年 3 月にプロジェクト基本合意文書（Record of Discussion）が署名され、正式に

プロジェクトが開始されることが決定しました。 

 

本報告書は、一連の詳細計画策定調査団の調査・協議結果を取りまとめたものであり、

今後プロジェクトの実施にあたり、広く活用されることを願うものです。 

 

ここに、本調査にご協力頂いた外務省、在インドネシア国日本国大使館など、国内外の

関係機関の方々に深く謝意を表するとともに、引き続き当機構の活動に一層のご支援をお

願いする次第です。 
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第 1 章 詳細計画策定調査の概要 

 

1-1 調査の背景・経緯 

インドネシア国（以下「イ」国）は、数多くの島嶼を有し、その生物多様性は世界第 2

位の規模と言われているが、自然破壊によるその貴重な多様性の損失への危機感が高まっ

ていることから、「イ」国の生物資源の管理は、国家戦略ともなっている。 

2007 年に策定された「長期国家開発計画（Long-term National Development Plan: RPJPN）

(2005-2025)」には、国家開発の 8 つの使命の中に、国の資産としての生物多様性の保全と

利用の推進が謳われている。それを踏まえて 2010 年に策定された「中期国家開発計画

（Medium-term National Development Plan: RPJM）(2010-2014)」では、「科学技術（第 4 章）」

の分野で期待される成果として、遺伝情報及び分子情報の保健分野での研究支援、変性（退

行性）疾患の薬品開発のためのインドネシアの微生物及び生物多様性の潜在力解明、自然

界における微生物の環境変化による動態の解明等を挙げている。また、「自然資源と環境（第

10 章）」に関しては、食料安全保障の強化と農林漁業の活性化、エネルギー安全保障、環境

質の向上、森林資源保全等が挙げられ、そのための戦略として、肥料の改善、研究と科学

技術の推進、動物の健康増進、バイオ燃料の指針、環境管理のための研究開発等が含まれ

ている。さらに、食料セクターのアクションプラン（優先順位 1）では、バイオテクノロジ

ーと農業システムの資源に関する研究と開発、インドネシア産微生物による有機肥料の研

究開発、近代的畜産におけるバイオテクノロジーの研究、生物肥料の研究開発等が挙げら

れている。 

また、「イ」国では 1992 年の地球環境サミットで調印した生物多様性保全条約（CBD）

を受け、生物多様性保全に関する第一次戦略として、「生物多様性国家アクションプラン

（BAPI）」が 1993 年に策定され、その 10 年後（2003 年）に第 2 次戦略で「生物多様性戦

略･行動計画(IBSAP:Indonesia n Biodiversity Strategy and Action Plan)」が作成された。その将

来像として、「その地域共同体の福祉を高めるという究極の目標と共に責任ある管理を通じ

て、最適で、公平で、持続可能な仕方での生物多様性の保全と利用に関して、関心を持ち、

能力を持ち、独立し、知性ある態度をとる」とし、高い生物多様性を保全するための総合

的な取り組みを推進している。人類にとって利用の価値の高い微生物が発見される可能性

もあることより、豊富な微生物資源の、取得や保存、活用を図るメカニズムの構築・整備

が、必要とされている。 

本計画は、「イ」国側はインドネシア科学院生物学研究センター（RCB-LIPI）と、日本側

研究機関代表である独立行政法人製品評価技術基盤機構 (NITE)が共同で策定したものであ

る。RCB-LIPI に対して、我が国は 2003 年度に、無償資金協力により植物学・微生物学部門

の新施設を建設している。また JICA は、2007 年 3 月より 2009 年 9 月まで「インドネシア
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国生物学研究センター標本管理体制及び生物多様性保全のための研究機能向上プロジェク

ト」を実施し、RCB-LIPI の施設利用の促進及び標本類の整備支援を行った。一方でその微

生物学分野については、特に農業、食品、衛生学部門で、人類にとって有用となる新生物

発掘のためにも、より一層の体制強化、機能改善が望まれており、将来的に国を代表する

微生物の生息域外保存機関となることが期待されている。 

このような背景の中、「イ」国は 2009 年に、「ライフサイエンス研究とバイオテクロジー

の推進を目的とした、生物学研究センターの中心としての国際的な標準化微生物研究セン

ターの開発プロジェクト」を「地球規模課題に対応する科学技術協力1」事業の趣旨に沿っ

て要請し、本計画が 2010 年度科学技術協力案件として採択された。本プロジェクトでは、

日本と｢イ｣国における研究者が共に連携して、｢イ｣国の微生物資源より、農業や環境保全

などにおいて人類にとって有益なものを探索・研究し、研究成果を実践に移す体制を構築

するが、日本、｢イ｣国双方にとって有益な生物資源研究体制の確立に寄与するものである

との認識から、本案件が採択された。 

現在インドネシア科学院（LIPI）では、微生物の保管を生物学研究センター（RCB）と、

隣接するバイオテクノロジー研究センター（以下「RCBiotech」）の２箇所で実施しているが
2、本プロジェクトでは、それらを統合して管理する国際標準の微生物資源センターの構築

を目指す。そのために、微生物資源センターの中核となるべく多様な新規有用微生物の収

集や保管、それらを利用した応用研究を両国共同で実施し、そのデータベースを構築して

公開する。また国際標準の微生物資源センターとなるために必要な環境整備を行い、これ

ら一連の作業を通じて当該分野の人材育成をすることで、農業・産業利用に供することを

目的としている。微生物資源センターは最終的には、LIPI の自己資金で建築を計画してい

る微生物保存施設に設置予定である。しかしながら、本施設については予算承認の目途が

未定であり、当面は、RCB 内で環境整備をする予定である。 

本共同研究の日本側研究代表機関、独立行政法人製品評価技術基盤機構(NITE)は、NBRC

（NITE Biological Resource Center＝生物遺伝資源部門）を生物遺伝資源センターとして、検

査及び分類学の標準微生物株及び潜在能力のある生物遺伝資源を収集・保存・提供してい

                                            
1 「地球規模課題に対応する科学技術協力」は、環境・エネルギー、防災及び感染症を始めとする地球規模課題に対

し、我が国の科学技術力を活用し、開発途上国と共同で当該課題に対処出来うる技術の開発・応用や科学的知見の獲得

を通じて、我が国科学技術力の向上とともに、開発途上国側の研究・技術開発能力の向上及び課題対処能力の向上を図

ることを目的に 2008 年度に創設された。本事業の実施にあたっては、文部科学省、独立行政法人科学技術振興機構（以

下、「JST」）、外務省、JICA の 4 機関が連携し、国内研究機関への研究支援は JST が行い、開発途上国研究機関に対する

支援は JICA が行うことにしている。 

2 RCB の微生物コレクションは“LIPI-MC”、RCBiotech の微生物コレクションは“BTCC”と呼ばれている。 
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る。また、LIPI（RCBiotech 他）とも、平成 15 年より研究実績があり、微生物資源の共有

や、分離や分類手法など多くの技術移転を通して、研究者との信頼関係を築きながら有益

な成果を出している。その他の協力機関には、東京大学（東大大学院農学生命科学研究科

及び東大新領域創成科学研究科）と、理研（独立行政法人理化学研究所バイオリソースセ

ンター微生物材料開発室）を予定している。3 機関それぞれが有用微生物の探索と利用を目

標として研究を実施するとともに、取得した微生物資源を「イ」国と日本の微生物資源セ

ンターにおいて保存管理し、それを適切な条件の下で提供して資源の持続可能な利用に活

用されることを目的としている。 

また CBD 第 1 条は、その目的の一つとして、遺伝資源の利用から生ずる利益を公平かつ

衡平に配分することを明記しているが、本計画は、ABS: Access and Benefit-Sharing（＝「（遺

伝資源への）アクセスと利益配分」）に配慮して実施する予定である。 

本調査は、現地調査や先方関係機関との協議を通じて、協力要請の背景や内容を確認し、

案件実施に必要な情報の収集と分析をし、今後の方向性を整理して協力計画を策定するこ

とを目的に実施された。 

 

 

1-2 インドネシア側からの要請概要 

要請案件名 （和）ライフサイエンス研究とバイオテクロジーの推進を目的とした、生物

学研究センターの中心としての国際的な標準化微生物研究センターの開発

プロジェクト 

（英）Development of Internationally Standardized Microbial Resources Centers as 

a Core of Biological Resources Center to promote life science research and 

biotechnology 

要請機関 インドネシア科学院生物学研究センター（RCB-LIPI） 

英文名称：Research Center for Biology, Indonesian Institute of Science 

上位目標 インドネシアの微生物カルチャーコレクション及び生息域外保全及び微生

物資源の持続的利用の観点から、衛生管理・利用や農業政策・食品に資する

貴重な生物資源である、新規微生物資源の多様性保全が推進される。 

案件の目標 １）人間の健康及び食品、農業、環境保全等の分野で重要な、微生物学資源

の開発が進む。 

２）食品及び健康利用の改善のために、インドネシアの微生物資源の持続的

利用及び生息域外保全が推進する。 

３）日イのバイオ産業発展のために、グローバルなカルチャーコレクション

センターの設立を行う。 
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期待される

成果 

1）感染症の病原菌や植物病原菌はそれぞれ衛生管理や農業政策において重

要な研究対象として、インドネシア原産の有用微生物の探索とその応用技術

の開発 

2）衛生管理や農業政策において重要な新規有用微生物が、生態学的研究を

通じて総合的な分類学体制が整備され、保存体制が構築される 

3）インドネシア微生物カルチャーコレクションの体制整備に必要となる環

境が整備される〈施設、機材、製作、制度、教育、マネジメントシステム〉

4）保存収集された微生物にかかる、研究調査利用のためのデータベースの

改良、再活性化 

5）インドネシア微生物カルチャーコレクションの、研究教育、生息域外保

全、持続的利用のための人材育成センターの構築 

6）研究者による衛生管理や農業分野のための微生物利用、協働研究体制モ

デルの構築 

活動 1）微生物の収集・保存・分類学的研究。土壌根圏微生物や、プロバイオテ

ィック微生物など、有用微生物の分離を行い、広くインドネシア原産の微生

物ライブラリーを構築する。 

2）微生物の機能開発、分離微生物の有効性の評価を行う。主に、植物の成

長促進に効果のある菌根菌や根圏細菌などの選抜、窒素循環に着目した土壌

環境保全に効果のある微生物、家畜や養殖魚の生育に有効なプロバイオティ

ック微生物の取得を目指す。 

3）新規有用微生物の探索と生態学的研究。収集された微生物に対し、形態

学的、化学分類学的、分子系統解析などの手法により総合的な分類学的研究

を行う。 

4）LIPI 微生物資源センター(INACC)の設立と運営を行う。LIPI 微生物資源

センターの趣旨と目標を明確にして組織、施設、設備の面から根本的に見直

し、実施体制を作る。微生物を計画的に処理し、その過程で分類学的検査技

術、データベースのもととなるデータの作成を行う。在庫管理、顧客対応、

法令遵守など、事務的な体制を整備する。 

5）集積した微生物のデータは実際の研究者を視野に入れたシステムを構築

する。対象微生物の拡大、性状データの増加などに伴い、改良を進め、利用

者のための公開データベース、研究用データベースが有機的に結合した総合

システムを作成する。 

6）インドネシアの微生物カルチャーコレクションを多数のユーザーにプロ

モーションし、利用促進を行う 

投入 専門家、プロジェクト活動費、研究に必要な資機材、C/P 研修等 

協力期間 2010 年 4 月～2014 年 3 月 
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1-3 調査目的・内容 

 

 要請背景・内容、インドネシア側実施体制等の確認 

 協力の方針、妥当性、実施方法の検討 

 インドネシア関連機関に対し、先方必要予算の確保、カウンターパートの配置などを

求め、その上で、本件研究協力計画、内容についての協議 

 協議・合意内容を協議議事録（Minutes of Meetings: M/M）にまとめ署名・交換 

 

 

1-4 調査団構成 
 

以下調査団員（1～5）に加えて、独立行政法人科学技術振興機構(JST)による調査団員（6）

が同行した（平成 22 年 7 月 28 日～ 8 月 6 日）。 

 名前  担当 所属 

1 睦好 絵美子 総括 JICA地球環境部 森林・自然環境保全第一課 課長 

2 
鈴木 健一朗

※ 
研究総括 

独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE） 
バイオテクノロジー本部 参事官 

3 山本 朝子 協力企画 
JICA地球環境部 森林・自然環境保全第一課 ジュニア専門

員 

4 猿田 正利※ 調査支援 JICA 地球環境部 森林・自然環境保全第一課 専門嘱託 

5 森島 啓司 評価分析 株式会社 VSOC 第二事業部 コンサルタント 

6 大川 久美子 
オブザーバ

ー 

独立行政法人科学技術振興機構(JST)地球規模課題国際協力

室 調査員 

※上記メンバー2,4 については 12 月及び 2011 年 1 月の追加調査にも参団。 
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1-5 調査日程 

 

調査期間は平成 22 年 7 月 28 日（月）～ 8 月 6 日（金）、詳細は以下の通り。 

日付 曜日 行程 

7/27 火 日本出発 ジャカルタ着（森島団員） 

7/28 水 

JICA 事務所打ち合わせ 

チビノンへ移動 

LIPI 関係者に調査の説明・予定調整 

7/29 木 LIPI 調査  

7/30 金 
LIPI 調査 

ジャカルタへ移動 

7/31 土 報告書作成 

8/1 日 
日本出発 ジャカルタ着（他団員全員） 

団内打ち合わせ 

8/2 月 

JICA 事務所打ち合わせ 

日経新聞ジャカルタ支局取材 

チビノンへ移動 

LIPI (RCB と RCBiotech) との協議 

Microbiology Division 施設見学 

8/3 火 
LIPI (RCB と RCBiotech)との M/M 協議 

RCB 標本施設及び RCBiotech 施設見学 

8/4 水 
RCB と RCBiotech との M/M 協議 

ジャカルタへ移動 

8/5 木 

LIPI 副長官表敬 

M/M 署名 

JICA 事務所報告 

インドネシア大学訪問（鈴木研究代表） 

JICA 専門家(（科学技術）泥炭・森林における火災と炭素管理プロジェクト)と打

ち合わせ 

8/6 金 

日本大使館報告 

RISTEK 表敬・報告 

ジャカルタ発 

8/7 土 日本着 
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1-6 研究代表者所感 

今回の調査は、私にとって 6 月 7-10 日、7 月 13-16 日に続く 3 回目の渡航であった。第１

回目の渡航において LIPI の Endang Sukara 副長官をはじめ、インドネシア側の Project 

Director の Dr. Siti Nuramaliaty  Prijono (Ibu Lily)、Project Manager の Dr. Heddy Julistiono ほ

か主要人物を一堂に集め、十分に相互理解を深めた上で協議を開始したため、その後の日

本側の研究者チームが渡航した２回目の協議が十分な準備のもとで行われ、インドネシア

側の適切な関係者が会議に参加でき、具体的な実施内容とパートナー関係の確認、購入機

器のリストアップなど詳細な情報を共有することができた。これらを前提として渡航した

第３回目の目的は JICA を中心とした調査に基づき、ミニッツを締結することであったが、

インドネシア側がそれまでの議事内容をまとめてあり、ミニッツの合意は十分な相互理解

のもと、円滑に進行することができた。その内容も日本側の各研究者から見てミニッツと

して問題となる点はほとんどないものと考えられる。インドネシア側にとっても本プロジ

ェクトの実施のベースは 2009 年 9 月まで JICA が実施してきた技プロ「インドネシア国生

物学研究センターの標本管理体制及び生物多様性保全のための研究機能向上プロジェク

ト」であり、速やかに実施可能と思われる。しかし、今回のプロジェクトは今までのいわ

ばインフラの整備主体のものとは異なり、目標を達成しなければならない。今後これらに

ついて、責任者を明確にしてできるだけ具体的な計画を立て、そして毎年の委員会で進捗

を確認していく必要がある。 

 

1. 研究の成果としてインドネシアの特徴的な微生物を取得し、その有用性を示すととも

に、コレクションに加えること。 

2. インドネシア国内法に合致した生物資源の管理を行うことのできるコレクションを整

備し、第三者が利用することを前提とした微生物の保存技術と管理技術の向上を図り、

国際的に認知される機関となること。 

3. インドネシア国内の LIPI 以外の参加機関との関係について明確にし、共同研究を円滑

に実施することによりインドネシア国内のネットワーク構築において LIPI が中核機関

となるように努めること。 

 

インドネシア側では、新たな施設の建設を計画し、研究者が積極的にこのプロジェクト

に参加しようとしていることは歓迎すべきであるが、現在はインドネシア側の要望を主体

に研究課題がてんこ盛り状態にある。これからもう一度実際の研究の実施に主眼を置いて

それぞれ具体的な実施計画を持ち寄り、十分な協議のもと、予算配分とともに年次計画を

立てて実施しないとせっかく高まったモチベーションが空回ししてしまう恐れがあると思

われる。（2010 年 8 月） 
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1-7 調査結果-1（LIPI） 

インドネシア側と合意した内容は、付属資料２のとおり。特記事項、検討事項は以下の

とおり。 

 

1） 微生物資源センター 

(1) 機能強化 

RCB-LIPI は、インドネシア国の生物多様性保全のため、動物標本、植物標本、植物園

及び微生物標本の収集・保存を継続し促進することを目的としている。過去の日本の無

償資金協力・技術協力の主な対象であった LIPI 動物標本館及び植物標本館は国の中核機

関として認知され、国際的にも評価される体制が整っている。一方、微生物標本（culture 

collection）の収集・保存に関しては、LIPI のほかにインドネシア大学やガジャマダ大学

などにも微生物標本があり、国として統合的に管理される体制となっていない。 

本プロジェクトでは、インドネシアの微生物資源の保全・利用を推進するため、LIPI

における新規微生物の探索と生態学的研究を推進すると同時に、微生物の収集・分離・

保存・提供等に関し、技術及びマネジメントの両面で国際標準に沿って組織運営の強化

を図るものである。 

そのため現在 2 ヶ所の研究棟に分かれている LIPI-RCB の微生物標本（LIPI-MC）及び

LIPI バイオテクノロジー研究センターの微生物標本（BTCC）の２つの culture collection

を RCB のもとで統合的に管理するとともに、微生物資源センターとして機能強化を図る

ものである。 

 

(2) 微生物標本（culture collection）施設建設 

現有の施設において実質的な協力は十分実施可能であるが、LIPI は微生物資源センタ

ー施設の建設を計画しており、国家開発企画庁(BAPPENAS)の承認が得られている。今後

財務省及び閣議を経て 2011 年度予算として承認されれば、2011 年 9 月頃に建設工事が開

始される見込みである。 

無償資金協力により建設された RCB-LIPI 内にある Microbiology Division（微生物学部

門）の実験室はこれまでどおり使用し、新施設では上述の LIPI-MC 及び BTCC の 2 つの

culture collection を一ヶ所に集めて国際標準にもとづく管理を実現することを主眼として

いる。 

 

2） 実施体制 

本プロジェクトは LIPI を責任機関、チビノンに所在する RCB-LIPI を実施機関として、

日本側の研究代表機関である NITE が東京大学、理研の協力を得て実施する。現在の段階

で、インドネシア側カウンターパート(研究者)62 名、日本側専門家(研究者)名である。イ

ンドネシア側研究メンバーには、インドネシア大学（UI、在ジャカルタ郊外）、ガジャマ
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ダ大学（UGM、在ジョグジャカルタ）、林業省研究開発庁（FORDA: Forestry Research and 

Development Agency、在ボゴール）に所属する研究者が計 5 名含まれている。 

 

3） プロジェクト協力内容 

付属資料 4（R/D）のとおり。 

 

4） プロジェクト予算 

プロジェクト予算は 5 年間で最大 4 億円程度を予定しており、その中で短期専門家、

機材供与、本邦研修、ローカルコストを計画することについて説明した。また、ローカ

ルコスト負担に係る両国の分担について説明し、カウンターパートの出張旅費（日当、

交通費、宿泊費）は LIPI が負担することに了承を得た。研究協力メンバーであるインド

ネシア大学、カジャマダ大学、林業省研究開発庁の研究者についてはそれぞれの機関が

負担する方向で、LIPI が協力依頼を行い調整する。 

 

5） 機材 

メンテナンスの利便性を考慮し、現地調達を基本としたいとの要望があった。今後 10

月までに LIPI 側で要望機材について見積もりを取得して具体的な要請機材リストを作成

し、日本側に提出するよう依頼した。 

 

6） 研究員招聘 

短期、長期の研究員招聘及び国費留学生について説明し、今後 10 月までに計画を作成

し、日本側に提出を依頼した。 

 

7） リサーチパーミット 

チビノンの研究施設における研究活動のみの派遣であれば、通常の技術協力プロジェ

クトの枠組みによる受入れ確認の手続きを行い、リサーチパーミットは不要であること

を説明・確認した。 

新規微生物の探索・収集のためスマトラやジャワにおけるフィールドワーク（１年に

数回、1 回 1 週間程度）が想定されており、その際には LIPI が RISTEK（Kementerian Riset 

dan Teknologi Republik Indonesia＝インドネシア研究技術省）と調整して許可証を取得する

こととした。派遣の 2 週間前までに申請する必要がある。 

 

8） プロジェクト名称 

協議の結果、混同を避けるために、名称内の似た表現の繰り返しを避け、以下のよう

に整理することとした。 

和文名称については、科学技術協力事業申請名に配慮しながら、英文と一致するよう
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以下のように調査団内で合意し、帰国後関係者と名称変更について相談することになっ

た。 

 

英文 

変更前 Development of Internationally Standardized Microbial Resources 

Centers as a Core of Biological Resources Center to promote life science 

research and biotechnology 

変更後 Project for Development of Internationally Standardized Microbial 

Resource Center to Promote Life Science Research and Biotechnology

和文 

変

更

前 

科学技術協力

事業申請名 

インドネシア固有の生物資源を利用した生命科学研究及びバイオ

テクノロジー促進のための国際標準の生物資源センターの構築 

ODA 申請名 ライフサイエンス研究とバイオテクロジーの推進を目的とした、生

物学研究センターの中心としての国際的な標準化微生物研究セン

ターの開発プロジェクト 

変更後 生命科学研究及びバイオテクノロジー促進のための国際標準の微

生物資源センターの構築プロジェクト 

 

9） 今後の予定 

10 月まで： 日イ双方の研究者によって機材要請及び研究員招聘のリストを作成 

3 月（目安）： R/D、共同研究契約（MOU）署名・交換 

4 月（予定）： プロジェクト開始 

 

10） 他ドナーとの連携・協調の可能性 

RCB-LIPI では現在、カリフォルニア大学デービス校（UC-DAVIS）と生物多様性分野

で共同研究を行っている。また、将来はドイツのゲッチンゲン大学と生物多様性分野の

協力も想定しているとのことであるが、いずれも本プロジェクトの対象としている国際

標準の微生物資源センター構築を目的としたものではないので、現在実施中あるいは将

来に計画されている協力の成果と相乗効果が発揮できるような連携・協調の可能性が考

えられる。 

 

11） 共同研究合意書（Collaborative Research Agreement） 

本件プロジェクトの実施にあたり、日本側研究機関とインドネシア側研究機関とで共

同研究合意書を締結することとなっており、今回の調査において契約条項・締結機関・

締結時期等を確認した。代表機関である RCB-LIPI と NITE の間では、本件プロジェクト

が採択される以前より共同研究に関する包括協定の締結を検討していた経緯があり、現
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在、最終文書案が完成している状況である。このため、今後の継続的な共同研究実施を

考慮して、包括協定は当初案のまま締結することとし、これとは別途、本件プロジェク

ト用の共同研究合意書を Project Agreement として締結することを両機関で検討している。

包括協定及び Project Agreement いずれも、RCB-LIPI と NITE の間で、R/D 締結前後に締

結することを確認した。また、ABS を含む契約条項については、合意書の中で今後具体

的に検討していくことで概ね合意された。本件プロジェクトでは、NITE の他に東京大学

及び理化学研究所バイオリソースセンターが共同研究機関として参画するため、これら

の機関と NITE との間で、合意遵守に関する文書を交わすことが推奨される。 

 

12） LIPI および RCB の組織と人員配置 

LIPI および RCB の組織図は、12 ページの図 1-1 および 13 ページの図 1-2 に示すとお

りである。 

なお、本プロジェクトの主な関係者の LIPI におけるポジションとプロジェクトでの位

置付けは、14 ページの表 1-1 のとおりである。 

 

予算 

 RCB、RCBiotech および RCB 微生物部の予算を、14～16 ページの表 1-2～1-5 に示す。 
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図 1-1 LIPI の組織図 出典：RCB のプレゼンテーション資料 
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図 1-2 RCB-LIPI の組織図 

出典：RCB のプレゼンテーション資料を元に作成 
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表 1-1 主な関係者の LIPI 内のポジションおよびプロジェクトでの人員配置 

 

表 1-2RCBiotech の経常予算（ルピア） 

項 目 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 

人件費 6,701,802,000 6,706,667,181 10,172,554,000 10,308,268,285

PNBP* 102,627,000 101,437,799 104,300,000 106,750,000

研究予算 3,316,796,000 2,877,636,000 1,092,530,000 1,420,289,000

合 計 10,121,225,000 9,685,740,980 11,369,384,000 11,835,307,285

*サービス料金の政府からの支給 

 

表 1-3 政府からのその他の研究費（ルピア） 

項 目 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 

LIPI 競争力プログ

ラム 

3,191,788,000 3,439,520,000 3,721,299,000 2,964,000,000

Ristek インセンテ

ィブプログラム 

2,029,239,000 1,215,930,000 2,388,766,000 3,245,420,000

LIPI 科学技術普及

研究費 

775,000 1,311,914,000 510,000,000 620,000,000

Ristek 科学技術普

及研究費 

3,000,000,000 3,225,000,000 1,761,000,000 2,000,000,000

LIPI-DIKTI* プ ロ

グラム 

0 0 3,200,000,000 1,800,000,000

その他 690,200,000 566,850,000 344,350,000 0

合 計 8,912,002,000 9,759,214,000 11,925,415,000 10,629,420,000

* Direktorat Jenderal Pendidikan Tinggi（高等教育総局） 

氏 名 LIPI でのポジション プロジェクトでの位置付け 

Prof. Dr. Endang Sukara LIPI 生命科学部長 プロジェクト責任者 
Dr. Siti Nuramaliati 
Prijono 

RCB センター長 プロジェクトダイレクター 

Dr. Heddy Julistiono RCB 微生物部長 プロジェクトマネージャー 
Dr. Achmad Dinoto RCB 微生物部 プロジェクトコーディネータ

ー、RS３リーダー 
Dr. Puspita Lisdyanti バイオテクノロジー研究セン

ター 
RS１リーダー 

Dr. I Made Sudiana RCB 微生物部リサーチコーデ

ィネーター 
RS２リーダー 

Ms. Atit Kanti RCB 微生物部 RS４リーダー 
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表 1-4 RCB 微生物分野の研究費（ルピア） 

項 目 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 

LIPI-MC 155,480,000 273,940,000 184,736,000 124,188,000

ベニコウジ 235,820,000 184,370,000 151,816,000 128,350,000

パンガンのスター

ター 

407,160,000 182,260,000 164,035,000 125,608,000

微生物酵素 142,875,000 263,720,000 0 164,070,000

バイオレメディエ

ーション 

251,825,000 202,830,000 0 0

キチナーゼ酵素 251,280,000 0 0 0

海洋微生物  0 0 0 0

バイオファーティ

ライザー 

0 153,745,000 0 0

菌根菌 0 0 149,405,000 151,758,000

Biosurfaktan 微 生

物 

0 0 112,055,000 0

医薬 0 0 212,041,000 166,950,000

BRC 0 0 0 145,875,000

合 計 1,444,440,000 1,260,865,000 974,088,000 1,006,799,000 
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表 1-5 RCB の予算（ルピア） 

項 目 2005 年 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 
人件費及
び管理費 

11,793,524,00
0 

12,409,948,00
0 

20,968,669,00
0

20,577,693,00
0

21,129,226,00
0 

23,810,756,00
0

施設維持
管理費 

144,006,000 160,000,000 1,463,221,000 1,893,440,000 1,796,024,000 1,511,506,000

サービス
料収入 

172,658,000 189,023,000 552,860,000 487,029,000 1,800,186,000 1,567,317,000

カルチャ
ーコレク
ション研
究管理費 

17,638,054,00
0 

(381,900,000*
) 

13,669,247,00
0 

13,477,726,00
0

(200,000,000*
)

12,652,195,00
0

6,969,955,000 8,363,946,000

競争力プ
ログラム
研究費 

270,000,000 3,354,445,000 661,100,000 450,000,000 3,362,768,800 3,858,548,000

インセン
ティブプ
ログラム
研究費 

0 0 0 0 867,000,000 693,860,000

他機関プ
ログラム
（DIKTI）
研究費 

0 0 0 0 8,450,000,000 5,070,000,000

応用研究
プログラ
ム
（Iptekda）
研究費 

0 0 730,000,000 295,060,000 954,300,000 1,461,460,000

海外から
の 資 金
(PHLN) 

9,301,000,000 0 0 0 0 0

鳥インフ
ルエンザ
研究費 

0 0 437,999.724 666,545,924 269,253,939 0

UC Davis
研究費 

0 0 0 0 799,168,340 503,044,905

IFS** 研
究費 

0 0 0 0 113,572,500 0

合 計 39,319,242,00
0 

29,783,563,00
0 

37,854,014,00
0
 

37,021,962,92
4

46,511,454,57
9 

46,840,437,90
5

* Counter budget JICA 

** International Foundation for Science 

 

1-8 調査結果-2（インドネシア大学） 

インドネシア大学（UI）の参加について、UI の Dr.Welly より一個人の研究者としての参

加ではなく組織として参加したいとのことであった。8 月の詳細計画策定調査後の 2010 年

12 月に、数理・自然科学学部の学部長である Dr.Adi Basukriadi 及び Dr.Welly と協議したと

ころ、UI 側からは研究に必要な機材購入の申し入れがあった。日本側としては本プロジェ
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クトの趣旨である微生物資源センター構築のために LIPI を中心に機材を供与する旨説明し、

UI に対しては試薬等の提供ができること、また、場合によっては研究の貢献度に応じた小

額機材購入について検討する旨を説明した。 

UI として本プロジェクトに参加すること証明するものの希望があったところ、LIPI 及び

ガジャマダ大学を入れたミニッツを作成（2011 年 1 月 20 付け）した。 

 

1-9 調査結果-3（ガジャマダ大学（UGM）） 

ガジャマダ大学からの本プロジェクトに参加する Dr.Endang 及び Dr.JAKA については、

2010 年 12 月に直接会い、参加の意思を再度確認した。Dr.Endang からは、本プロジェクト

は LIPI だけでなく、インドネシアの微生物学にとって大きな貢献をもたらすものであるこ

と、プロジェクトが進んでいくについて微生物資源センターが整備されるにつれて、UI や

UGM 以外の微生物学者に対して広報が重要になってくるとのコメントをもらった。また、

UGMからも組織として本プロジェクトに参加することがわかるようなものがほしいとの希

望を受け、他の機関である LIPI、UI を含めたミニッツを作成した。 

 

1-10 検討課題・特記事項 

1） インドネシア側実施体制 

本案件のインドネシア側メンバーには、LIPI 以外より、UI より 2 名、UGM より 2 名

及び FORDA より 1 名の、合計 5 名の研究者が含まれる。この要員の位置づけについて

当初 LIPI に確認したところ、LIPI が実施機関、UI、UGM 及び FORDA のメンバーは支

援研究者という位置づけで実施する、とのことであった。その予算措置については、LIPI

より先方にも負担を申し入れるが、インドネシア側で負担するよう調整する、と合意さ

れた。しかし、調査の後半に UI に研究代表が訪問し、また他の関係者にも電話にて確認

をとったところ、上述の LIPI の意識は関係者間で十分には共有されていなかった。この

ために、LIPI と 3 者との関係は、R/D の署名までに再度調整し、整理する必要がある。 

そもそも、大学の研究者を巻き込むことの意義は、LIPI への大学の微生物資源の共有

の流れをプロジェクト期間中に作ることである。またプロジェクト終了後にもそれが継

続し、さらに他の機関への波及効果により、LIPI のセンターに資源が集約されて、それ

が国を代表する微生物資源機関となることにある。このような理由により、大学側の利

益を考慮し、実施機関として R/D 署名に加えることも検討したが、最終的には LIPI のみ

となった。 

また FORDA の研究者に参加してもらう大きな理由は、成果 2 の菌近菌についての試

料を、スマトラの林業省（MoF）が管轄する FORDA の試験地で回収することにある。本

作業には通常では許可の取得が難儀であるが、FORDA の関係者を巻き込むことでそれを

回避することが可能となる。しかし一方で、MoF が当人に必要となる旅費を負担するこ
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とはこれまでの JICA の協力の様子から見ると想定しにくく、この場合研究者の参加も難

しいものとなる。しかし、C/P ではなく、外部協力要員は、JICA の予算で旅費、宿泊費、

日当(規定に基づく)の負担が可能となる余地があるため、FORDA については必要の際に

LIPI が招聘文を発信する、という形で参加してもらうことが選択肢としてありうる。こ

のような文書の発信については、LIPI のスカラ副長官からも協力の理解を調査の際に得

ている。 

 

2） 土壌サンプル採取のフィールドワーク 

本案件では、新規微生物の探索・収集のためスマトラやジャワにおけるフィールドワ

ーク（１年に数回、1 回 1 週間程度）が想定されている。その際に、専門家派遣される予

定の国内研究者については、ODA の枠組みを優先させるとの合意がされた。しかし、専

門家扱いでない大学院生などが派遣される際はこの中には含まれず、現地でのトラブル

を避けるために、「イ」国内における調査許可の取得等しかるべき手続きは代表機関など

で実施する必要がある。 

 

3） ODA と科学技術協力事業間の制度の相違 

新しい協力形態である「地球規模課題対応国際科学技術協力事業」は二つの異なる制

度が連携して誕生した経緯から、制度設計が開発途上である。このため、JICA、JST、大

学研究者間で十分な意思疎通が今後も必要である。また、インドネシア側財政事情もあ

り制度の柔軟な解釈、運用が必要である。 
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第 2 章 事業事前評価結果 

 

2-1 案件名 

国 名：インドネシア国 

案件名：（科学技術）生物科学研究及びバイオテクノロジー促進のための国際標準の微生

物資源センターの構築プロジェクト 

 

2-2 協力概要 

1） 事業の目的 

本事業の目的は、インドネシアの微生物資源の多様性を利用して健康、環境に有用な

微生物を探索し、生態、分類学的研究を行うとともに、持続可能な農業への適用、食品

産業のための応用研究を実施する。また、そこで得られた微生物を JICA が無償資金協力

で設立した生物学研究センターで保存し、データベース化、提供体制を整備することで、

生物多様性条約（CBD）の原則に則ったインドネシアの微生物資源を活用した研究の推

進と専門家の育成、産業の振興に寄与することである。 

 

2） 協力期間（予定） 

2011 年 4 月～2016 年 3 月（5 年間） 

 

3） 協力総額（JICA 側） 

約 4 億円 

 

4） 協力相手先機関 

・ インドネシア科学院（LIPI） 

（インドネシア大学、ガジャマダ大学及びインドネシア林業省研究開発庁に所属す

る研究者も、研究メンバーに予定されている） 

 

5） 国内協力機関 

・ 独立行政法人評価製品技術基盤機構（NITE）（代表研究機関） 

・ 東京大学 

・ 理化学研究所 

 

6） 裨益対象者及び規模、等 

本事業による直接的な裨益者とその規模は、LIPI 側研究カウンターパートである、LIPI

生物学研究センター（RCB）、LIPI バイオテクノロジー研究センター（RCBiotech）、イン
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ドネシア大学、ガジャマダ大学、インドネシア林業省研究開発庁（FORDA）の職員/研究

者約 50 名が想定される。 

 

 

2-3 協力の必要性・位置付け 

1） 現状及び問題点 

インドネシア国は、数多くの島嶼を有し、その生物多様性は世界第 2 位と言われてい

る。しかしながら、自然破壊が進み、貴重なその多様性を失う危機感が高まるなか、イ

ンドネシア国の生物資源の管理は、国家戦略の中に位置づけられている。 

我が国は 2003 年度に、無償資金協力によりインドネシア科学院（LIPI）生物学研究セ

ンター（RCB）植物学・微生物学部門の新施設を建設した。また JICA は 2007 年 3 月よ

り 2009 年 9 月まで「インドネシア国生物学研究センターの標本管理体制及び生物多様性

保全のための研究機能向上プロジェクト」を実施し、RCB の施設活用の促進及び標本類

の整備支援を行った。 

現在、LIPI では、微生物の保管を RCB と RCBiotech との 2 箇所で実施しており、それ

らを統合して管理する微生物資源センターを LIPI の予算で建築する微生物保存施設に設

置予定である。 

しかしながら、LIPI はインドネシア国における生物多様性保全のために、国を代表す

る微生物の生息域外保存機関となることが期待されているものの、微生物学分野につい

ては、持続的な利用の体制が整備されていないのが現状であり、その潜在能力を活用し、

特に農業、食品、衛生学部門において人類にとって有用となる新微生物発掘のために、

より一層の人材育成、体制強化及び機能改善が望まれる。 

 

2） 相手国政府国家政策上の位置付け 

インドネシア国政府は、2003 年、「生物多様性保全戦略及び行動計画」(IBSAP: Indonesian 

Biodiversity Strategy and Action Plan(2003-2020))を策定し、世界有数の高い生物多様性を保

全するための総合的な取組を推進している。その中で科学が決定的な役割を果たすマル

チセクターアクションの目的として、次の 5 項目を挙げている。 

1. 生物多様性の保全と持続可能な利用に対する人々の関心を高める。 

2. 保全と持続可能な利用のための科学、技術と、ローカルな智慧の適用を支援する

リソースを強化する。 

3. すべてのレベルで、生物多様性の低下と絶滅の速度を緩め、食い止める。 

4. 保全と生物多様性管理のために有効なレベルでの、制度、政策及び法適用を強化

する。 

5. 生物多様性保全を実施するため、すべての関連セクター間における潜在的紛争を

削減する。 
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本プロジェクトはこれらの目的のうち、1、2、3 に合致すると考えられる。 

加えて、2007 年に策定された「長期国家開発計画（Long-term National Development Plan: 

RPJPN）(2005-2025)」には、国家開発の 8 つの使命の中に、国の資産としての生物多様

性の保全と利用の推進が謳われている。 

それを踏まえて 2010 年に策定された「中期国家開発計画（Medium-term National 

Development Plan: RPJM）(2010-2014)」におけるセクター開発戦略の記述がある BOOKⅡ

では、「科学技術（第 4 章）」において、期待される成果として、遺伝情報及び分子情報

の保健分野での研究支援、変性（退行性）疾患の薬品開発のためのインドネシアの微生

物及び生物多様性の潜在力解明、自然界における微生物の環境変化による動態の解明等

を挙げている。また、「自然資源と環境（第 10 章）」に関しては、食料安全保障の強化と

農林漁業の活性化、エネルギー安全保障、環境の改善、森林資源保全等が挙げられてい

る。 

また、生物多様性保全に関する基本政策として、1992 年の地球環境サミットで調印し

た生物多様性保全条約（CBD）を受けて 1994 年に策定された「生物多様性国家アクショ

ンプラン（BAPI）」がある（適用期間 25 年）。その国家目標は、「インドネシアの生存と

繁栄の基盤となる生物多様性の賢明な保護並びに保全」としている。 

 

3） 他の援助機関の対応 

生物多様性分野では、LIPI と米国との間でカリフォルニア大学デービス校が協力機関

となり“International Cooperative Biodiversity Group (ICBG)”として協力事業を 2008 年～

2013 年までの 5 年間の計画で実施中であるものの、国際標準の微生物資源センター構築

を目的とした支援はどの機関も行っておらず、本案件との重複はない。 

 

4） 我が国援助政策との関連、JICA 国別事業実施計画上の位置付け（プログラムにおける

位置付け） 

我が国の協力方針との関連では、2004 年に策定された「対インドネシア国別援助計画」

に、①「民間主導の持続的な成長」、②「民主的で公正な社会造り」、③「平和と安定」

のための支援を我が国の対インドネシア援助における重点分野（「3 つの柱」）とし、イン

ドネシア政府の自助努力に対し、できる限りの支援を行っていることとしている。 

本プロジェクトは②「民主的で公正な社会造り」のうちの「環境保全・防災」に資す

るものであり、JICA 国別援助実施方針（自然環境保全プログラム）に係る生物多様性保

全の推進にも合致している。 

なお、我が国政府は 2010 年 10 月名古屋にて開催された生物多様性条約（CBD）第 10

回締約国会議（COP10）において、COP10 議長国である日本政府として，各国による生

物多様性条約の実施を支援することを目的に, 開発途上国における微生物の保存・培養に

対する支援活動を行うことを表明し、JICA と独立行政法人科学技術振興機構（JST）と
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の共同事業である地球規模課題対応国際科学技術協力（SATREPS）として実施する本プ

ロジェクトをその 1 つとして発表した。 

 

＜参考：LIPI への JICA 協力実績＞ 

・ 1995 – 1996 （無償）「動物標本館、生物多様性情報センター」：動物学部門の 

          研究施設及び標本収蔵庫の供与 

・ 1995 – 1998 （技プロ）「生物多様性保全計画(BCP)Ⅰ」 

・ 1998 – 2003 （技プロ）「BCPⅡ」 

・ 2003 – 2006 （無償）「生物多様性保全センター設立計画」：植物学・微生物学部門研 

          究施設 2007.5 開所 

・ 2005 短期専門家派遣(3 名：標本移送関係) 

・ 2007 – 2009 （技プロ）「インドネシア国生物学研究センターの標本管理体制及び生物 

           多様性保全のための研究機能向上プロジェクト」 

 

 

2-4 協力の枠組み 

〔主な項目〕 

1） 協力の目標 

生命科学研究及びバイオテクノロジー促進のための中核機関となる、国際標準の微生

物資源センターが構築される。 

 

2） 成果（アウトプット）と活動 

成果 1 国のリファレンスコレクションとして、また微生物資源に関する研

究・教育及び持続可能な利用のための中核機関として、LIPI の微生物

資源センターの機能が整備される。 

活動 1-1：微生物資源センターの活動に必要な設備・器具を整備する。 

活動 1-2：ISO9001（品質管理の規格）の認証制度及び、OECD の生物資源センター

（BRC:Biological Resource Centres）のベストプラクティスガイドラインなど

を考慮し、微生物資源センターを国際標準の微生物資源センターとするた

めの段階的改善計画を策定する。 

活動 1-3：最新の微生物学の動向に従って、コレクションの運営方針、技術管理、微生

物学研究とその技術プログラムを改良する。 

活動 1-4：インドネシアの法令と規則を順守した微生物資源センターのマネジメントシ

ステムを構築する。 

活動 1-5：プロジェクトで実施された研究と文献情報に基づき、微生物資源センターに

保存されている微生物株のデータベースを開発し、充実させる。 
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指標 1-1：少なくとも 2,200 株の様々なインドネシア産有用微生物が、LIPI の微生物資

源センターに純粋培養された状態でかつ分与可能な状態で保存される。 

指標 1-2：微生物資源センターが必要な施設と機材を備え、技術要員が国際標準の手順

に則った微生物資源の管理のための研修を受けている。 

指標 1-3：微生物の多様性に関する情報とバイオプロスペクティング（生物探査）、及

び科学的データと微生物の供給の可能性に関する情報を備えたデータベー

スが構築される。 

指標 1-4：OECD の生物資源センターのためのベストプラクティスガイドラインを考慮

した品質管理の方法が構築される。 

 

成果 2 人間の生活の向上や食品生産、農業、環境修復に有用と見込まれるイ

ンドネシア原産の新規微生物資源が収集され、保管される。 

 

活動 2-1：5 つのグループ（1．糸状菌、2．酵母、3．放線菌、4．細菌、アーキア及び

バクテリオファージ、5．微細藻類）に属する微生物を分離、同定する。 

活動 2-2：研究に使用された微生物を、長期保存手法を用いて保存する。 

活動 2-3：化学分類学的解析、分子系統分類、微生物保存法の検討、その他国際的な標

準手法に基づく解析を行う。 

活動 2-4：人間の生活の向上や、食品生産、農業、環境修復に有用な微生物を評価する

ための微生物分析を行う。 

活動 2-5：微生物研究者との共同作業により、微生物分類の能力向上研修を行う。 

 

指標 2-1：少なくとも 50 種の新分類群候補の微生物が発見される。 

指標 2-2：少なくとも 8 名の研究者が、5 つのグループ（1．糸状菌、2．酵母、3．放線

菌、4．細菌、アーキア及びバクテリオファージ、5．微細藻類）に属する

微生物を分離し同定できる。 

指標 2-3：5 つのグループに属する微生物が少なくとも 2,000 株が収集、同定、保存さ

れる。 

指標 2-4：人間の生活の向上や、食品生産、農業、環境修復に有用な微生物が、少なく

とも 10 株得られる。 
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成果 3 農業、生態系保全及び環境修復に有用な土壌微生物が分離され、その

性状が解明される。 

活動 3-A：土壌細菌 

活動 3-A-1：農耕地生態系における窒素、炭素及びリンの循環に関与する細菌の分

離を行い、分離株の系統解析を含む分類・同定を行う。 

活動 3-A-2：分離細菌から農耕地生態系の窒素、炭素及びリンの循環や環境の保全

に有用な菌株を選定し、性状を解明する。 

活動 3-A-3：農耕地生態系における窒素、炭素及びリンの循環や環境の保全に寄与

する機能遺伝子を解析する。 

活動 3-B：菌根菌 

活動 3-B-1：熱帯雨林からの菌根菌を収集し、系統解析と多様性解析を行う。 

活動 3-B-2：樹木の成長に有用な菌根菌分離株を選抜する。 

活動 3-B-3：菌根菌の樹木に対する成長促進効果を解析する。 

 

指標 3-A：土壌細菌 

指標 3-A-1：少なくとも 50 株の有用土壌細菌が分離・同定される。 

指標 3-A-2：選抜された分離株の、培養条件下における脱窒、窒素固定、及びリン

酸塩溶解活性に関するデータが得られる。 

指標 3-A-3：脱窒、窒素固定、アンモニア酸化、メタン酸化、リン酸塩溶解に関連

する土壌中の機能的遺伝子の量と多様性に関するデータが得られる。 

指標 3-A-4：脱窒細菌、窒素固定細菌及びリン酸塩溶解の種の多様性及び生理に関

するデータが得られる。 

指標 3-B：菌根菌 

指標 3-B-1：少なくとも 50 株の菌根菌が分離、同定される。 

指標 3-B-2：インドネシアの主要な森林における外生菌根菌の多様性が定量的に推定

される。 

指標 3-B-3：外生菌根菌の分子データベース（100 種）とカルチャーコレクション （少

なくとも 10 種）が構築される。 

指標 3-B-4：インドネシアの外生菌根菌と内生菌根菌の生態と生理に関する知見が得

られる。 

 

成果 4 家禽・家畜の消化管内細菌等が分離され、有効な乳酸菌が選定される。 

活動 4-A：家禽（ニワトリ） 

活動 4-A-1：家禽（ニワトリ）の腸内細菌の分離と同定を行う。 

活動 4-A-2：家禽（ニワトリ）の腸内細菌から分離した菌株について、プロバイオ
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ティクス として有用な株のスクリーニングを行う。 

活動 4-A-3：選定したプロバイオティクスの家禽（ニワトリ）生産性に対する効果

について検証する。 

活動 4-A-4：家禽（ニワトリ）の腸内細菌の分子生態学的な解析を行う。 

活動 4-B： 家畜（ウシ） 

活動 4-B-1：家畜（ウシ）の第一胃内及びサイレージ から乳酸菌の分離と同定を行

う。 

活動 4-B-2：第一胃とサイレージから分離した菌株について、プロバイオティクスと

して有用な株のスクリーニングを行う。 

活動 4-B-3：選定されたプロバイオティクスの効果について in vitro で検証する。 

活動 4-B-4：家畜（ウシ）の第一胃の分子生態学的な解析を行う。 

 

指標 4-A：家禽（ニワトリ） 

指標 4-A-1：少なくとも 50 系統が分離、同定される。 

指標 4-A-2： 少なくとも 3 種の新分類群候補の微生物が発見される。 

指標 4-A-3： 少なくとも 10 株のプロバイオティック候補株が選抜される。 

指標 4-A-4： ニワトリの腸内微生物の構成と多様性に関する一連のデータが得られ

る。 

指標 4-B： 家畜（ウシ） 

指標 4-B-1： 少なくとも 50 株が分離、同定される。 

指標 4-B-2： 少なくとも 3 種の新分類群候補の微生物が発見される。 

指標 4-B-3： 少なくとも 4 つのプロバイオティック系統候補が選抜される。 

指標 4-B-4： ウシの第一胃内の微生物の構成と多様性に関する一連のデータが得ら

れる。 

 

3） 投入（インプット） 

① 日本側（総額約 4 億円） 

・ 専門家派遣:長期専門家 1 名（業務調整）、短期専門家約 25 名 

・ 供与機材：本プロジェクトに必要な機材 

・ 研修員受け入れ：約 60 人/5 年間（延べ人数） 

・ その他 

 

② インドネシア国側 

・ カウンターパート人件費 

・ 施設・土地手配：LIPI 建物内（チビノン）における専門家執務用事務室及び必

要な設備 
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・ ローカルコスト：参加研究者の研究に係る諸費用（研究予算、旅費、交通費、

日当等） 
 

4） 外部要因（満たされるべき外部条件） 

① 前提条件 

・ LIPI に対して予算・人員が適切に配分される。 

・ 大規模な自然災害等が発生してプロジェクト活動が妨げられない。 

② 成果達成のための外部条件 

・ 試料採取候補地の治安が悪化しない。 

 

2-5 評価 5 項目による評価結果 

1） 妥当性 

本プロジェクトの妥当性は以下の理由から高いと判断される。 

（1） 上位計画との整合性 

上記３．（２）の記載のとおり、本案件はインドネシアの政策と整合している。 

 

（2） インドネシアで実施する妥当性 

冒頭でも述べたように、インドネシアは世界第 2 位の高い生物多様性を有するメガダ

イバーシティ国のひとつであり、微生物についてもそれは当てはまる。また、インドネ

シアは海岸から標高 4,000m を超える高山、熱帯雨林から乾燥地まで多岐にわたる環境を

有する。 

他方、インドネシアにはボゴール植物園や動物博物館等、動植物学の歴史的な蓄積が

あり、微生物分野の研究を進めるための基盤が備わっていると言うことができる。 

こうした状況のもと、今後インドネシアは、降雨パターンの変化等の地球温暖化の影

響を受けることが予想され、急激に進んでいる自然破壊と相俟って生態系へのダメー

ジ・リスクが高まっている。微生物についても多くの有用な菌が絶滅の危機に瀕してい

るといわれており、本プロジェクトのインドネシアでの実施は妥当であると考えられる。 

 

（3） 協力相手としての LIPI の適合性 

本プロジェクトのインドネシア側機関である LIPI は、インドネシアの大統領令 2001

年 103 号 56 条において、生物多様性のための科学的責任機関（Scientific authority for 

biodiversity）であることが定められている。すなわち、LIPI は、IBSAP にも述べられて

いる保全と持続可能な利用のための科学のリソースのひとつと捉えることができる 

加えて、我が国は LIPI に対して、無償資金協力と技術協力の長い歴史がある。RCB-LIPI

の植物学部門と動物学部門は、無償資金協力で建設された建物や資機材が有効に使用さ

れるとともに、C/P となった研究者たちも活動を継続し国際的にも高い知名度を得るまで
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になる等、これまでの協力の有効性が確認されている。2009 年に実施された「生物学研

究センターの標本管理体制及び生物多様性保全のための研究機能向上プロジェクト」の

終了時評価でも、5 項目評価項目はすべて「高い」～「やや高い」と良好な結果を得てい

る。残る微生物学部門についても本プロジェクトを通じて国際的な微生物資源センター

になることが期待されている。 

また、LIPI の Strategic Action Plan （RENSTRA）では、生物多様性に関する国の責任

機関として、LIPI は生育地内外における生物多様性の保全を継続して行うことが謳われ

ており、現在Herbarium Bogoriense（ボゴール植物標本館）やMuseum Zoologicum Bogoriense

（ボゴール動物博物館）及び植物園、そして地方の植物園や微生物カルチャーコレクシ

ョンにおいて保管されている生物多様性の参照標本（reference species）を継続して維持

増進させることが述べられている。 

以上の点から、LIPI を、生物耐用性保全を究極的な目標としている本プロジェクトの

協力機関として適切であると考えられるとともに、本プロジェクトの目標も LIPI の方針

と合致している。 

なお、LIPI の研究活動 5 箇年計画（Research Activities (5 years)）（2010～2014 年）には、

微生物分野に関連して次のような内容が盛り込まれている。 

 インドネシアの様々な生育地から採取され生物学研究センター（RCB-LIPI）

に保管されている微生物コレクション（LIPI-MC）の分類及び利用研究。 

 泥炭地及び温室効果ガスに関するメタン分解微生物（Metanotropic microbes）

の役割に関する研究。 

 一酸化二窒素排出における微生物の役割に関する研究。 

 バイオエネルギー源としての油性酵母（Oleaginous yeast）に関する研究。 

 バイオエタノール生産のための昆虫及び植物食動物の腸内微生物に関する研

究。 

 保健のための熱帯微生物利用に関する研究。 

 健康増進のプロバイオティック開発、カプセル化及び評価。 

 生物肥料（Biological fertilizer）及びカビや病菌の成長抑制のための微生物探索。 

これらの研究テーマは、本プロジェクトで想定されている活動とも一致する。 

 

（4） 我が国協力方針 

上記 2-3（4）に記載のとおり、我が国の援助方針と整合している。 

 

2） 有効性 

本プロジェクトの有効性は以下の理由から、高いと判断される。 

（1） プロジェクトの構成 

本プロジェクトは、微生物資源センターのマネジメント機能を高める（成果１ことを
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中心に、カルチャーコレクション全体の充実を図り（成果２）、さらに個別の課題に特化

した微生物の探索と評価を行う（成果３と４）ことで、国際標準の微生物資源センター

が構築されるというプロジェクト目標が達成されるという構成になっている。プロジェ

クト目標の達成のためには、諸活動が相乗効果を発揮しながら成果を挙げていくための

情報共有、交換を含めた適切なプロジェクト運営管理が重要である。 

 

（2） アプローチの適切性 

本プロジェクトは、既存のカルチャーコレクションを統合し、新たに実施する研究調

査活動によって、さらに多くの微生物種を探索し、有用性を確認し、データベースと運

営システムを構築することにより、外部への持続的な情報提供や試料提供を可能にする

ものであり、生物多様性の保全と持続可能な利用にとって、本プロジェクトのアプロー

チはそれに必要な要素を実現するものである。 

 

3） 効率性 

本プロジェクトは、以下の理由から効率的な実施が見込まれる。 

（1） LIPI の受け入れ体制 

協力対象機関である RCB 及び RCBiotech は、すでに JICA の技術協力プロジェクトを

受け入れた実績があり、研究協力を実施するために必要な機材の一部はすでに整備され、

C/P の中には日本で学位を取得した研究者もいるなど、協力を実施するための基盤が整っ

ている。また、JICA はインドネシアにおいて SATREPS によるプロジェクト、インドネ

シア国「泥炭・森林における火災と炭素管理プロジェクト」を実施中であり、同プロジ

ェクトには LIPI の生物学研究センターからも正式メンバーとして参加している。本プロ

ジェクトとは森林保全のテーマで共通する部分があり、今後情報共有等を通じて、相乗

効果も期待できる。 

 

（2） 科学技術協力の効率性 

本プロジェクトでは、共同研究を通した OJT による技術移転だけでなく、能力向上を

目的とした研修も計画されている。それらの活動によって、微生物研究のための効率的

な技術移転が実現されると予測される。 

 

（3） Biosphere Reserve と LIPI の関係 

微生物研究に必要な自然界からの微生物採取は、一部インドネシア国内の生物圏保護

区（Biosphere Reserve）において実施することが想定されている。LIPI はインドネシアに

おける生物圏保護区プログラムの事務局を担当している機関であることから、採集許可

申請等の手続きは円滑に行われると予想され、そのことも効率性の向上に寄与する。 
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（4） 他参加機関との調整の重要性 

本プロジェクトで想定されているインドネシア大学等他機関との協力については、コ

レクションの規模的拡大と研究者の能力向上の両面から、有効であると考えられる。一

方現時点では、まだ大学等との関係において調整の余地もあるものと判断され、今後適

切な運営管理を行う上で、それら関係機関との調整を十分にしておく必要性が指摘でき

る。 

 

 

4） インパクト 

本プロジェクトによって、以下のような正のインパクトが生じると予想される。一方、

負のインパクトは特に想定されない。 

 

（1） 産業・経済へのインパクト 

本プロジェクトを通してカルチャーコレクションが整備されることにより、インドネ

シアの微生物を取り扱う事業者からの寄託や、それらの事業者に対する微生物の提供等

が可能になる。現時点でもいくつかの企業から寄託の依頼があることから産業部門への

貢献が予測され、それによる産業・経済的インパクト（新薬の開発促進等）が想定され

る。 

 

（2） 科学技術面でのインパクト 

本プロジェクトで構築されるカルチャーコレクションは、インドネシア国内のリファ

レンスコレクションとしての機能が期待されている。本プロジェクトによって、微生物

研究の基盤整備と手順の標準化が達成されることになり、科学技術面での正のインパク

トとなることが考えられる。 

 

（3） 環境面でのインパクト 

本プロジェクトでは、環境負荷の少ない生物肥料（Biofertilizer）や環境汚染物質分解

微生物、菌根菌、プロバイオティクス等の有用微生物の探索が行われる。それらの有用

微生物が発見され、その効果が確認されることにより、環境面での正のインパクトが予

測される。 

 

5） 自立発展性 

本プロジェクトの自立発展性は、次の理由から高いものと見込まれる。 

（1） 政策的支援 

LIPI は大統領直属の機関であり、インドネシアにおける生物多様性の科学的責任機関

であることから、政策方針が大きく変更されない限り、政策的支援が継続される可能性
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は高いと見込まれる。 

 

（2） 予算 

LIPI の予算は 2009 年以降も継続して確保されることが見込まれ、恒常的な予算に加え

て、研究者がグラントを獲得することにより、研究費が確保されることが期待される。

また、新たな有用微生物が発見される等、生物資源センター（BRC）の活動が経済的イ

ンパクトを持つことが証明されれば、政策的支援が強化され予算増加の可能性も期待で

きることから、財政的継続性は確保されるものと見込まれる。 

 

（3） 人的資源 

本プロジェクトに参加する研究者は、すべて正規職員であることから、他の機関ある

いは民間企業等へ異動する可能性は低い。加えて、これまでの JICA 協力での経験を背景

に、プロジェクトへの参加意識は概して高く、技術レベルも高いことから、技術移転の

手法が受容される可能性は高い。また、社会的、習慣的に技術移転を妨げるような要因

は特に想定されない。これらのことから、LIPI の人的資源の継続性は高いと見込まれる。 

 

（4） 資機材のメンテナンス 

プロジェクトで導入される資機材のメンテナンス計画策定は、カルチャーコレクショ

ンのマネジメント体制整備の一部に含まれると考えられる。また、可能な限り資機材を

現地購入することによって、交換部品の入手を確保するなど、資器材の自立発展的な利

用が期待できる。LIPI の研究者はこれまでにも、不足している交換部品の代替品を工夫

して作製する等、自力で問題を解決することができるといえる。インドネシアで時に頻

発する停電については、今年導入する自動スイッチシステムによって対応する予定であ

り、水に関しては市営水道と地下水の２系統を持っているので、資機材の稼動も確保さ

れる見通しである。 

 

（5） 研究成果の普及と活用 

研究成果を普及するメカニズムとして、微生物のオンラインカタログを無料公開して

おり、また有料で微生物の同定、保存の要請に応えている。また、農業、畜産、林業分

野で有用な微生物が発見されれば、それらが利用されることによって普及が進むと推測

される。これらのことから、研究成果の普及と共有が図られると見込まれる。 

 

（6） 既得権の保全 

社会的には、有用微生物に特許権が設定されることにより、伝統的に利用してきたグ

ループの権利が妨げられないような仕組みを作ることで、研究の妥当性と継続性が確保

されることが期待される。 
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（7） 環境側面 

LIPI では環境の担当者を配置し、廃棄物処理マニュアルも既に整備されている。また、

昨年の終了時評価時に稼動していなかった排水処理施設も改良され、現在は稼動してい

る等、環境保全のための取り組みは十分行われている。今後さらに排水のモニタリング

等を実施することにより、環境面でのより一層の持続可能性向上が期待される。 

 

2-6 貧困・ジェンダー・環境等への配慮 

本プロジェクトによる貧困・ジェンダー・環境への特段の配慮要因は想定されない。 

 

2-7 過去の類似案件からの教訓の活用 

2009 年 9 月に終了した「生物学研究センターの標本管理体制及び生物多様性保全のため

の研究機能向上プロジェクト」の終了時評価結果によれば、評価 5 項目のうち妥当性とイ

ンパクトが「高い」、有効性と効率性、そして自立発展性が「やや高い」という評価であっ

た。有効性の評価では、指標としてのデータ集計がやや遅れたこと、効率性では一部専門

家の投入時期が P/O からずれたこと、自立発展性では研究機材の備品管理、消耗品管理に

係るマニュアル等が存在せず、維持管理に係る適切な体制構築の必要性が指摘されたこと

が、「やや高い」という評価になった原因であった。したがって、本プロジェクトの実施に

当たっては、それらの点に留意する必要がある。 

同じく教訓として、研究機関に対する技術協力は、プロジェクトの形成及び設計の段階

からの日本側研究者の参加が必要であることが指摘された。本プロジェクトに関しては、

プロジェクト形成の段階から日本側研究者が打ち合わせに参加するなど、早い段階からの

参加が行われていたことから、先行するプロジェクトの教訓が生かされていると考えられ

る。 

なお、JICA 専門家として派遣される日本人研究者の場合、技術協力プロジェクトのスキ

ームでの渡航のため、基本的にリサーチパーミットは必要ないものの、JICA 専門家以外の

すべての者（学生を含む）の研究活動への参加を目的にインドネシアへ渡航する場合、事

前に所定の手続きに沿ってリサーチ･パーミットを取得する必要がある点は留意すべきで

ある。 

 

今後の評価計画 

・ 中間レビュー 2013 年 8 月頃 

・ 終了時評価  2015 年 9 月頃 
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要望書 

 

APPLICATION FORM FOR JAPAN’S TECHNICAL COOPERATION 

 

1. Date of Entry : Day 30 Month October Year 2009 

2.  Applicant :  The Government of Indonesia 

3.  Project Title  : Development of internationally standardized microbial 

resources centers as a core of Biological Resources Center to promote life science research and 

biotechnology 

4.  Implementing Agency : Research Center for Biology, the Indonesian 

Institute of Sciences (LIPI) 

 Address :  Jl. Raya Jakarta-Bogor Km. 46, Cibinong, Jawa Barat 16911 Indonesia 

 Contact Person :  Dr. Siti Nuramaliati Prijono 

 Tel. No :  +62-21-87907636, +62-21-87907604 

 Fax No :  +62-21-87907612 

 E-Mail :  sn-prijono@cbn.net.id 

 

5. 5. Background of the Project 

Microorganisms are very important to almost every sector of concern to mankind. Most of activities 

of microorganisms to agriculture, forestry, industry, medicine, food and environment have been 

applied. Microbial collection is an important infrastructure of microorganism based bioindustry. 

Systematic and smart use of biological resources has contributed to advancement of life science 

research by collecting, preserving and distributing them. Microbial collection is a part of Biological 

Resources Center (BRC). BRC is an essential part of the infrastructure underpinning biotechnology. 

They consist of service providers and repositories of the living cells, genomes of organisms, and 

information relating to heredity and the functions of biological systems. BRCs contain collections of 

culturable organisms (e.g. microorganisms, plant, animal and human cells), replicable parts of these 

(e.g. genomes, plasmids, viruses, cDNAs), viable but not yet culturable organisms cells and tissues, 

as well as data bases containing molecular, physiological and structural information relevant to these 

collections and related bioinformatics (definition by OECD). 

According to its function in collecting, identifying, preserving, supplying, and distributing authentic 

microorganisms and clones, standardized reference, quality control and usage of bioresources, BRC 

becomes an important infrastructure that assure safety, security, transparency, legality, and fairness 

of bioindustry. Microbial Collection contributes to domestic, regional, and global improvements of 

conservation of microbiological resources in cooperation with other culture collections and 

institutions in the world. 
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The recent collaboration between LIPI and National Institute for Technology Evaluation (NITE) 

focussed on taxonomic study and establishment of recognized methods in microbial identification 

and preservation to support the establishment of trusted microbial collection. The last focus had been 

carried out by JICA in the project of "Collection management of Research Center for Biology (LIPI) 

Specimen". During the project, basic design of processing, storage and management of microbial 

culture collection with international standard had been partially implemented in LIPI.  

Microbiology Division RC biology has the main project donated from the government of Indonesia 

to explore the diversity of tropical microorganisms. In accordance with the main project 

Microbiology Division RC Biology are also conducted the utilization of microorganisms for 

antibacterial, anticancer and antibiotic discovery. 

Microbial Collection in LIPI has a long history to discover the diversity of microorganisms isolated 

from various sources in Indonesia. In terms of number of preserved cultures, it has been increasing 

significantly, from around a hundred cultures in 1967 to more than seven thousand in 2009. The 

kinds of holding also increase from collections of microorganisms from fermented foods including 

bacteria, yeasts, and fungi to microorganisms isolated from specific niches with specific purposes for 

industry including actinomycetes, algae, viruses, and marine microorganisms. However, the current 

holdings are facing significant constraints in maintaining the cultures due to the inadequate number 

and quality of researchers as well as limited supporting facilities.  

In spite of these constraints, efforts to preserve and further develop the diverse cultures have 

received high priority and are being intensified in these last few years. To bring Indonesia into line 

with other countries to meet national strategic needs to have Bioresource, it will be necessary to fund 

a national infrastructure for collections. Lack of the infrastructure of microbial resources is impeding 

current and future progress in many areas of the life sciences, biotechnology, and education to 

support research and innovative bioindustries. These facilities underpin research and development in 

a wide range of disciplines and are needed in Indonesia to provide essential biological resources and 

services. The availability of properly resourced Biological Resource Centres in Indonesia will make 

a major contribution to achieving national research priorities in the field of food safety, health, and 

energy. 

 

(1) Overall Goal 

Various novel microoorganisms useful for food and health are isolated from Indonesian microbial 

diversity and preserved in Indonesia Culture Collection (Indonesian Microbial Collection), for 

ex-situ conservation, and sustainable utilization of microbial resources in Indonesia. 

 

(2) Project Purpose 

Developing Microbial Resources for human health, food production, agriculture, and environmental 
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restoration from Indonesia  

Enrichment of Indonesian Microbial Collection for ex-situ conservation and sustainable utilization 

of Indonesian microbial resources for improving food and health.  

Creating global partnership between culture collection center and stimulating development of 

bioindustry in Indonesia and Japan. 

 

(3) Outputs 

New microbial resources originated from Indonesia are developed for application in food production, 

agriculture and environmenal restoration. 

Valuable Indonesian microbial resources are preserved in Indonesian Microbial Collection for study 

on taxonomy, physiology, ecology, and bioprospecting. 

Revitalization of Indonesian Microbial Collection for facilities and equipments, policy and technique 

managements, educational and training programs are improved. 

Database of biodiversity and bioprospects of preserved microbial resources in Indonesia is provided. 

Indonesian Microbial Collection as center for training on researches, ex-situ conservation and 

sustainable utilization of microbial resources.  

Collaborative model of microbial utilization researches for improving food and health is established. 

 

(4) Project Activities 

Exploring and preserving microbial resources in Indonesia, and studying the taxonomy of preserved 

cultures. 

Screening for the valuable properties of microbial resources in Indonesia and studying of microbial 

physiology.  

Exploring microbial functions on global issues of food and health improvements. 

Improvement of Indonesian Microbial Collection includes: 

Improving the capacity building and supporting of the facilities and equipments necessary for 

preservation, maintainance, characterization, and study of the microbial sources. 

Improving management policy in term of research and microbial resources access 

Improving management technique in term of preservation, maintenance and characterization of 

microbial resources.  

Establishing the database on biological diversity and bioprospects of preserved microbial cultures. 

Promoting Indonesian Microbial Collection to users 
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Schedule for 5 years project activities: 

 

Project Activities 1st 

year 

2nd 

year 

3rd 

year 

4th 

year 

5th 

year 

1. Screening      

2. Exploration and preservation      

3. Development of microbial function       

4. Improvement of INACC       

5. Establishment of database      

6. Promotion      
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(5) Input from the Indonesian Government 

Project Manager: Dr. Heddy Julistiono, Head of Microbiology  

Division,Research Center for Biology, the Indonesian Institute of Sciences  

Support staffs: researcher staffs, administrative officer, general officer  

Office rooms for administration and Japanese experts 

NITE-NBRC 
JAPAN 

NITE Biological 
Resource Center 

National biological resource 
center in Indonesia  

Indonesian Microbial Collection 

Outputs 
 Valuable Indonesian microbial resources are preserved in Indonesian Microbial 

Collection  
 Internationally recognized Indonesian Microbial Collection through revitalization  
 Database of biodiversity and bioprospects  
 INACC as center for capacity development on researches, ex-situ conservation and 

sustainable utilization of microbial resources 
 Collaborative model of microbial resources researches 

Activities 
1. Exploring and preserving microbial resources 

in Indonesia, and studying the taxonomy of 
preserved cultures. 

2. Screening for the valuable properties of 
microbial resources in Indonesia and studying 
of microbial physiology.  

3. Exploring microbial functions on global issues 
of food and health improvements. 

4. Revitalization of Indonesian Microbial 
Collection includes: 
 Improving the capacity building and 

supporting of the facilities and equipments 
necessary for preservation, maintainance, 
characterization, and study of the microbial 
sources. 

 Improving policy management in term of 
research and microbial resources access 

 Improving technique management in term 
of preservation, maintenance and 
characterization of microbial resources. 

5. Establishing the database on biological 
diversity and bioprospects of preserved 
microbial cultures. 

6. Promoting Indonesian Microbial Collection to 
user 

Studies: taxonomy, physiology, ecology, 

and bioprospecting (global partnership) 

Purposes 
 Development of Indonesia microbial resources for human health and environmental restoration 
 An ex-situ conservation of Indonesian microbial resources through impovement of Indonesian 

Microbial Collection 
 Sustainable utilization of Indonesian microbial resources for improving food and health  
 Creating global partnership between culture collection center and stimulating development of 

bioindustry in Indonesia and Japan 

TOKYO 
UNIVERSITY 

(Food & Agriculture) 

RIKEN-BRC 
JAPAN 

(Health/Probiotic)

付属資料1

39



 

 

Laboratory for bioprospecting and taxonomy studies 

Microbial resources from several habitats in Indonesia (including already preserved microbes in 

Indonesian Microbial Collection) 

Financial support for field survey 

Running expences 

Vehicles, equipments 

 

(6) Input from the Japanese Government 

Provision of consumables, facilities, and equipments for the project activities. 

Training of counterpart personnels in Japan (isolation, characterization and identification of 

microbes; screening of microbial prospecting; preservation and maintenance of cultures; and public 

services of biological resources center). 

Japanese experts/researcher and staffs from Department of Biotechnology - National Institute of 

Technology and Evaluation (NITE), Graduate School of Agriculture and Life Sciences - the 

University of Tokyo, Asian Natural Environmental Science Center - the University of Tokyo, and 

RIKEN Bioresource Center, Japan Collection of Microorganisms (RIKEN-JCM). 

 

Table 1. List of Japanese experts/reseacher and staffs 

Name Affiliation Position Research subject/role 

Ken-ichiro 

SUZUKI 

Department of 

Biotechnology, 

NITE 

Director for 

NITE 

Biological 

Resource 

Center 

General management of the 

project and the management of 

biological resource center 

Kazumi 

SAGISAKA 

Department of 

Biotechnology, 

NITE 

Director of 

Resource 

Collection 

Division 

Administrative and accounting 

management 

Hiroko 

KAWASAKI 

Department of 

Biotechnology, 

NITE 

Senior Chief Secretary of Japan side. 

Taxonomy and preservation 

technology for Yeasts 

Akira NAKAGIRI Department of 

Biotechnology, 

NITE 

Researcher Taxonomy, ecology and 

preservation technology for 

filamentous fungi 

Yasuyoshi 

NAKAGAWA 

Department of 

Biotechnology, 

Researcher Taxonomy and preservation 

technology for bacteria 
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NITE 

Yuki 

MURAMATSU 

Department of 

Biotechnology, 

NITE 

Chief Taxonomy for bacteria 

Tomohiko 

TAMURA 

Department of 

Biotechnology, 

NITE 

Researcher Taxonomy and ecology for 

actinomycetes 

Hiroshi 

SEKIGUCHI 

Department of 

Biotechnology, 

NITE 

Researcher Taxonomy and bioenergy 

production of algae 

Toshihiro 

TANAKA 

Department of 

Biotechnology, 

NITE 

Manager Database construction and the 

management 

Shigeto OTSUKA Graduate School of 

Agriculture and 

Life Sciences, the 

University of 

Tokyo 

Lecturer Development of application 

technology for microbial 

dynamics in rhizosphere, 

sustainable agriculture, and 

environmental conservation  

Kazuhide NARA Asian Natural 

Environmental 

Science Center, the 

University of 

Tokyo 

Assistant 

Professor 

Phylogenetic study of fungi and 

bacteria of rhizosphere and their 

application to bioremediation  

Moriya 

OHKUMA 

RIKEN 

Bioresource Center, 

JCM 

Head Characterization of 

microorganisms for biomass 

utilization and development of 

probiotic microorganisms useful 

for animal feeding 

Maki KITAHARA RIKEN 

Bioresource Center, 

JCM 

Cooperative 

researcher 

Development of probiotic 

microorganisms useful for animal 

feeding 

Gen OKADA RIKEN 

Bioresource Center, 

JCM 

 Development of fungi useful for 

biomass utilization 
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7. Implementation Schedule 

 Month April Year 2010 〜 Month March Year 2014 

 

8. Implementing Agency 

Research Center for Biology, the Indonesian Institute of Sciences (LIPI).  

The project will be assisted by several staffs from Research Center for Biotechnology, the 

Indonesian Institute of Sciences. 
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Table 2. List of Indonesian reseachers and staffs 

Name Title Affiliation Position Research subject/role 

Endang 

SUKARA 

Prof. 

Dr. 

The Indonesian 

Institute of Sciences 

(LIPI) 

Deputy of Life 

Sciences 

Advisory Board of the 

project 

Siti 

Nuramaliati 

PRIJONO 

Dr. Research Center for 

Biology - LIPI 

Director of 

Research Center 

for Biology 

Director of the project 

Heddy 

JULISTIONO 

Dr. Research Center for 

Biology - LIPI 

Head of 

Microbiology 

Division 

Project manager of the 

project, the management of 

biological resource center, 

microbial physiology 

I Made 

SUDIANA 

Dr. Research Center for 

Biology - LIPI 

Researcher Microbial Ecology 

Achmad 

DINOTO 

Dr. Research Center for 

Biology - LIPI 

Researcher Physiology of intestinal 

bacteria 

Atit KANTI M.Sc Research Center for 

Biology - LIPI 

Researcher Taxonomy and preservation 

technology for yeast 

Iman 

HIDAYAT 

Dr. Research Center for 

Biology – LIPI 

Researcher Taxonomy and preservation 

technology for filamentous 

fungi 

Arief 

NURKANTO  

B.Sc Research Center for 

Biology – LIPI 

Researcher Taxonomy and preservation 

technology for 

actinomycetes 

Tri Ratna 

SULISTIANI 

B.Sc Research Center for 

Biology – LIPI 

Researcher Taxonomy and preservation 

technology for general 

bacteria 

Muhammad 

ILYAS 

B.Sc Research Center for 

Biology – LIPI 

Researcher Taxonomy and preservation 

technology for filamentous 

fungi 

Agustinus Joko 

NUGROHO 

M.Sc Research Center for 

Biology – LIPI 

Researcher Taxonomy and preservation 

technology for 

actinomycetes 

Yeni YULIANI B.Sc Research Center for 

Biology - LIPI 

Technician Maintenance and operation 

of equipment for 
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preservation 

Yanti B.Sc Research Center for 

Biology - LIPI 

Staff Data entry, maintenance, and 

the management of website 

and database 

Sosiani B.Sc Research Center for 

Biology - LIPI 

Staff General administrative 

works 

Puspita 

LISDIYANTI 

Dr. Research Center for 

Biotechnology – 

LIPI 

Researcher Taxonomy, ecology and 

preservation technology for 

bacteria and actinomycetes 

Shanti 

RATNAKOM

ALA 

M.Sc Research Center for 

Biotechnology – 

LIPI 

Researcher Taxonomy, ecology and 

preservation technology for 

bacteria and actinomycetes 

Yantyati 

WIDYASTUTI 

Dr. Research Center for 

Biotechnology – 

LIPI 

Researcher Development of probiotic 

microorganisms useful for 

animal feed 

Roni RIDWAN M. Sc Research Center for 

Biotechnology – 

LIPI 

Researcher Development of probiotic 

microorganisms useful for 

animal feed 

FAHRURROZI M.Sc Research Center for 

Biotechnology – 

LIPI 

Researcher Development of functional 

foods  

Dwi 

SUSILANING

SIH 

Dr. Research Center for 

Biotechnology – 

LIPI 

Researcher Taxonomy and physiology of 

algae 

Wellyzar 

SJAMSURIDZ

AL 

Dr. University of 

Indonesia 

Lecturer Taxonomy and preservation 

technology for yeast 

Jaka WIDADA Dr. University of Gajah 

Mada 

Assistant Prof Molecular Ecology of 

Bacteria 
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Table 3. Budget Detail for Indonesian Researcher 

Cost for travel, accommodation and subsistence allowance (add rows where required) 

Description Cost in JPY 

1 year 2 year 3 year 4 year 5 year 

Airfare  

Japan-Indonesia (10 person) 2,000,000 2,000,000 2,000,000 2,000,000 2,000,000 

Jakarta to various 

experimental sites in 

Indonesia (5 person) 

500,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 500,000 

Accommodation  

Local accommodation (5 

person x 10 days) 

500,000 500,000 500,000 500,000 500,000 

Japan 

- Training (5 person x 90 

days) 

- Coordination (3 person x 5 

days) 

 

2,500,000 

100,000 

 

2,500,000 

100,000 

 

2,500,000 

100,000 

 

2,500,000 

100,000 

 

2,500,000 

100,000 

Subsistence (Indonesian researchers - Amount per day & Number of Days): 

Indonesian(5person/ 

10,000 JPY/90 days) 

4,500,000 4,500,000 4,500,000 4,500,000 4,500,000 

Indonesian committee 

(3person/16,000JPY/5days) 

240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 

TOTAL: JPY 10,340,000 10,840,000 10,840,000 10,840,000 10,340,000

 

Costs for joint research in Indonesia 

Item Description  Cost in JPY 

2010 2011 2012 2013 2014 

Machinery 30,000,000 30,000,000 30,000,000 25,000,000 15,000,000 

Laboratory 

equipments 

20,000,000 25,000,000 25,000,000 25,000,000 25,000,000 

Instruments 5,000,000 5,000,000 5,000,000 5,000,000 5,000,000 

Vehicles 5,000,000 5,000,000 - - - 

Tools 2,500,000 2,500,000 2,500,000 2,500,000 2,500,000 

Spare part 2,500,000 2,500,000 2,500,000 2,500,000 2,500,000 

TOTAL JPY 65,000,000 70,000,000 65,000,000 60,000,000 50,000,000 
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Costs for joint conferences and workshops every year  

Item Description Cost in JPY 

Annual meeting 2,000,000 

Joint Conferences 3,000,000 

Evaluation and advisories 3,000,000 

Publication 2,000,000 

TOTAL JPY 10,000,000  

 

9. Related Activities 

 The project will be executed in collaboration with Indonesian Society for Microbiology, 

FORKOMIKRO, and Conservation International (CI). 

 

10. Gender Consideration 

 Most of the Indonesian scientists and technicians involved are women and young 

scientists. 

 

11. Environmental and Social Considerations 

The proposed project assure the importance of biodiversity conservation, and provide opportunity 

for scientist to communicate and working together under bilateral research partnership. 

 

12．Beneficiaries 

Government of Indonesia, Indonesian scientist, Japanese scientist, women scientist, taxonomist and 

bioindustry- societies. 

 

13. Security Conditions 

 All places at which the project is going to be executed are safe. 

 

14. Others 

 Establishment of a good microbial resource center is the key strategy for ex-situ 

conservation and utilization of the genetic resources in consideration with CBD, which was ratified 

by the government of Indonesia in 1995. The execution of this project will demonstrate the value of 

microbial resources originated from Indonesia for research and development in biotechnology 

through international cooperation between Japan and Indonesia.
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Screening Format 

 

Question 1 Address of a project site 

Research Center for Biology, the Indonesian Institute of Sciences (LIPI). Jl. Raya Jakarta-Bogor Km. 

46, Cibinong Science Center, Cibinong, Jawa Barat, 16911 Indonesia. 

 

Question 2 Outline of the project 

2-1 Does the project come under following sectors? 

■Yes □No 

If yes, please mark corresponding items. 

□Mining development 

■Industrial development 

□Thermal power (including geothermal power) 

□Hydropower, dams and reservoirs 

□River/erosion control 

□Power transmission and distribution lines 

□Roads, railways and bridges 

□Airports 

□Ports and harbors 

□Water supply, sewage and waste treatment 

□Waste management and disposal 

□Agriculture involving large-scale land-clearing or irrigation 

□Forestry 

□Fishery 

□Tourism 

 

2-2 Does the project include the following items? 

□Yes ■No 

If yes, please mark following items. 

□Involuntary resettlement  (scale: households, persons) 

□Groundwater pumping  (scale: m3/year) 

□Land reclamation, land development and land-clearing (scale: hectors) 

□Logging  (scale: hectors) 

 

2-3 Did the proponent consider alternatives before request? 

□Yes: Please describe outline of the alternatives 
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■No 

2-4 Did the proponent have meetings with related stakeholders before request? 

□Yes   ■No 

If yes, please mark the corresponding stakeholders. 

□Administrative body 

□Local residents 

□NGO 

□Others（ ） 

 

Question 3 

Is the project a new one or an on-going one? In case of an on-going one, have you received strong 

complaints etc. from local residents? 

■New  □On-going(there are complaints)  □On-going (there are no complaints)  

□Others 

 

 

Question 4 Name of laws or guidelines: 

Is Environmental Impact Assessment (EIA) including Initial Environmental Examination (IEE) 

required for the project according to laws or guidelines in the host country? 

□Yes ■No 

If yes, please mark corresponding items. 

□Required only IEE       (□Implemented, □on going, □planning) 

□Required both IEE and EIA (□Implemented, □on going, □planning) 

□Required only EIA       (□Implemented, □on going, □planning) 

□Others:  

 

 

Question 5 

In case of that EIA was taken steps, was EIA approved by relevant laws in the host country? If yes, 

please mark date of approval and the competent authority. 

□Approved: without a 

supplementary condition 

□Approved: with a 

supplementary condition 

□Under appraisal 

 

(Date of approval: Competent authority: ) 

□Not yet started an appraisal process 

■Others:( Not available ) 
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Question 6 

If a certificate regarding the environment and society other than EIA, is required, please indicate the 

title of certificate. 

□Already certified  □Required a certificate but not yet done 

Title of the certificate :( ) 

■Not required 

□Others 

 

 

Question 7 

Are following areas located inside or around the project site? 

□Yes ■No   □Not identified 

 

If yes, please mark the corresponding items. 

□National parks, protected areas designated by the government (coast line, wetlands, reserved area 

for ethnic or indigenous people, cultural heritage) and areas being considered for national parks or 

protected areas 

□Virgin forests, tropical forests 

□Ecological important habitat areas (coral reef, mangrove wetland, tidal flats)  

□Habitat of valuable species protected by domestic laws or international treaties 

□Likely salts cumulus or soil erosion areas on a massive scale 

□Remarkable desertification trend areas  

□Archaeological, historical or cultural valuable areas 

□Living areas of ethnic, indigenous people or nomads who have a traditional lifestyle, or special 

socially valuable area 

 

Question 8 

Does the project have adverse impacts on the environment and local communities? 

□Yes ■No □Not identified 

Reason:        

 

 

Question 9 

Please mark related environmental and social impacts, and describe their outlines. 
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□Air pollution  

□Water pollution 

□Soil pollution 

□Waste 

□Noise and vibration 

□Ground subsidence 

□Offensive odors 

□Geographical features 

□Bottom sediment 

□Biota and ecosystem 

□Water usage 

□Accidents 

□Global warming 

□Involuntary resettlement 

□Local economy such as employment and livelihood etc. 

□Land use and utilization of local resources  

 

Outline of related impacts:  

 

 

 

 

 

□Social institutions such as social infrastructure and local decision-making institutions 

□Existing social infrastructures and services 

□The poor, indigenous of ethnic people 

□Maldistribution of benefit and damage 

□Local conflict of interests 

□Gender 

□Children’s rights 

□Cultural heritage 

□Infectious diseases such as HIV/AIDS etc. 

■Others (common wastes from microbiology laboratory,: non-infectious microbial cultures and 

cultivating media) 
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Question 10 

Information disclosure and meetings with stakeholders 

 

10-1 If the environmental and social considerations are required, does the proponent agree on 

information disclosure and meetings with stakeholders in accordance with JICA Guidelines for 

Environmental and Social Considerations? 

■Yes  □No 

 

10-2 If no, please describe reasons below. 
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主要面談者リスト(敬称略) 

 

 

1. LIPI 

1)ジャカルタ本部所属 

Endang Sukara, Deputy Chairman for Life Sciences 

Deddy Setiapermana, Head of Bureau, Bureau for S&T Cooperation & Promotion 

Nur Tri Aries S.,Head Cooperation Division, Bureau for S&T Cooperation & Promotion of S&T 

 

2)RCB（＠チビノン）配属関係者 

Siti Nuramaliaty Prijono (Ibu Lily), Director of RCB (プロジェクトディレクター) 

Heddy Julistiono, Head of Microbiology Division (プロジェクトマネージャー) 

Puspita Lisdiyanti, Researcher, RC Biotech (RS1 リーダー) 

I Made Sudiana, Researcher, RCB (RS2 リーダー)  

Achmad Dinoto, Researcher, RCB (RS3 リーダー) 

Atit Kanti, Researcher, RCB (RS4 リーダー) 

Uway Warsita Mahyar, Division Head of Research Facility and Collection 

Iman Hidayat, Researcher, RCB (Fungi) 

Dewi Susan, Fungi Taxonomist (Fungi) 

Dyah Supriyati, Ecology Microbiology (Bacteria) 

Iwan Saskiawan, Applied Microbiology 

Nandang Suharna, Mycologist (Fungi) 

Dian Alfian Nurcahyanto, Genetics 

Agustinus Joko Nugroho, Researcher, RCB (Biotechnology) (Bacteria) 

Atik Retnowati, Microbiology (Fungi) 

Arwan Sugiharto, Ecology Microbiology (Fungi) 

 

２. RISTEK: State Ministry for Research and Technology Republic of Indonesia 

M. Syamsa Ardisasmita, DEA, Deputy Minster of Science and Technology Network 

Arie Ika Susanty, Head of Subdivision for International S&T Cooperation Facilities 

 

３. University of Indonesia 

Wellyzar Sjamsuridzal, Dept. Biology, Fac. Mathematics and Natural Sciences (Yeasts) 

Ariyanti Oetari, Dept. Biology, Fac. Mathematics and Natural Sciences (Fungi) 

Nining Betawati Prihantini, Dept. Biology, Fac. Mathematics and Natural Sciences (Microalgae) 
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４. 在インドネシア日本国大使館 

書記官 伊奈 康治  

 

５. JICA 専門家 

（科学技術）泥炭・森林における火災と炭素管理プロジェクト 業務調整員 小林 浩 

 

６. JICA インドネシア事務所 

次長 富谷 喜一 

所員 三浦 真理 
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間 NUTESOF政IEETIl河GS

BETWEEN JAPANESE DETAILED PLANNING SURVEY TEAM 

ANDAU'I宜ORITIESCONCERNED OF 

THE GOVERNMENT OF 'I百EREPUBLIC OF到DONESIA

ON JAPANESE TECHNICAL COOPERATION FOR 

PROJECT FORDEVELOPMENT OF 

lNTERNATIONALLY STANDARDIZED政rrCROBIALRESOURCECENTER

TO PROMOTE LIFE SCIENCE RESEARCH AND BIOTECHNOLOGY 

百四JapaneseDetai!ed PI釦ningSurvey Team (hereinafter referred to出“血eTeam") organized 

by Japa旦IntemationalCooperation Agency (hereinafter referred to田恒CA")阻 dheaded by 

Ms. Emiko Mutsuyoshi， visited the Republic of Indonesia企om27th July to August久2010for 

the purpose of c1ari今ing也e企ameworkof也etechnical cooper凶onfor “Project for 

Development of Intema柱。国llyS飽且d町dizedMicrobial Resource Center to Promote Life 

Science Research and Biotechnology" (hereinafter referred to田“白eProject"). 

Duri且gits誕ayin the Republic of Indonesia，也eTe佃 1exchanged views and had a series of 

discussions with也eIndonesian au也oritiesconcemed with respect to desirable measures to be 

taken by JICA 血dthe Indonesian Govemment for the successful inIplementation ofthe Project. 

As a result of the discussions， the Team and the Indonesian authorities concemed agreed on the 

matters referred to in the document attached hereto 

経k手多々季、手
Ms. Emiko MUTSUYOSI宜
Leader 
JapaneseDe包iledPlanning Survey Team 
Japan International CooperationAgency 
(江CA)，Japan

Jakarta， August 5， 2010 

タ寸ムl¥
Pror.Dr. E且dangSUKARA
Deputy Chairm組おrLife Sci四ces

Indonesian Insti知teof Sciences (LIPI) 

Republic ofIndo丑esia

tJC 
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ATTACHED DOCUMENT 

1. BACKGROUND 

Indonesia is a member coun句， of也eConvention on BiologicaI Diversiザ'.The govermnent of 

Indonesia has elaborated the Indonesian Biodiversity S企rategyAction Pl血 σBSAP)2003 -2020 for 

也econserva世onof its rich biodiversity. LIPI is appointed by也egovern皿entof Indonesia as a 

scientific authority of biodiversi守 conservationin Indonesia It is mentioned in the LIPI S甘ategic

Action Plan (2010 -2014)也atthe Research Center for Biology (RCB) is the biologicaI resource 

center， which consists of bo泊且y，zoology阻 dmicrobiology; and白nctions田 nationaIreference 

collection. At present，也ecollection of plant and animaI specirnens are recognized internationally出

Herbariwn Bogoriense阻dM山 e抑 ，Zoologicwn Bogoriense respectively. Those collections have an 
established status among taxonomist cornmunity not only in Indonesia but aIso aIl over the world. 

Similarly， since “LIPIMC: LIPI MicrobiaI Collec首on，"世1eculture collection in Microbiology 

Division， RCB，担d官 TCC:Biotechnology C叫加工eCollection，"也ec叫旬recollection in Research 

Cent町 forBiotechnology (RCBiotech) have been developed， hnprovement of吐田町mentcollections 

and establishment of interna世onallys泊且dardizedmicrobiaI resource center is aIso awaited by both 

dornestic四 dinternational cornmunities. In reply to the request of也egovern血entof Indonesia 

regarding the Project， nCA and Japan Science田 dTechnology Agency (JSηdecided to send也e

tearn to Indonesia， to fornlUlate cooperation企E沼田work阻 dinlplementa喧onpl田知ge也erwi也

NationaI Institute ofTechnology and EvaIuation (NIτ'E). 

II. TITLE OF PROJECT 

Both sides agreed that the title of the Project will be “'Proj ect for Develop血回tof Internationally 

銑田d町dizedMicrobial Resource Cenrer to Promote Life Science Research and Biotec加。logy."

m RECORD OF DISCUSSIONS 

The Record of Discussions (herei閉会erreferred to田“R/D")，which stipulates也eframework of吐1e

Prq日ect， will be finaIized叩 dsigned by也erepresent矧vesof也eGovermnent of the Republic of 

Indonesia血 dnCA Indonesia 0盟国afterno'曲 cationof approvaI of irnplementation of the Project 

by both LIPI and nCA Headquarters. Both sides agreed也抵抗isdesirable也at也eRJD be signed田

soon田 possibleafter the si伊Ingofthese Minutes ofMeetiogs. 

Both sides社.greedon the provisionaI RJD shown in ANNEX 1. 

rv. TENTATIVE PLAN OF OPERATION 
The tentative Pl血 ofOperation (hereina世田 referredto田守0")for the whole proj ect period is 

shown in ANNEX 1. The ac首vitiesof the project are subject to ch四gewi也i丑也.escope of血.eR/D

withmu士uaIconsultation when ne田ssityarises in也ecourse of irnpleme且tationofthe project 

. 1・ φ 
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必炉

なTERMSOF COOPERATION 

The duration of the tecbnical coopera甘onfor也eProject will be宣ve(5)ye町s.

VI.OTHERS 

1. Both sides confinned that也eProject is i皿plementedunder也e“Science回 dTechnology 

Research Partnership for S田tainableDevelopment (SATREPS)*"promoted by nCA回dJST in 

coIlaboration. 

JICA wiII take necessary measures for the tecbnical coopera世onsuch田 dispatchof Jap血 eseexperts， 

provisio:且 ofeq臼ipment担 d位必d且gof personneI，田dother supports related to the Project in吐le

RepubIic of Ind回目ia.JST wiIl support the Jap祖国eresearch institute/researchers for the project 

ac註吋tiesinJap阻

SAτREPS剖皿sto develop new technology田 dits appIications for tac:阻i且ggIobal issues，田dalso 

aimsto e凶田cethe capacity development of researchers阻 dresearch insti旬tesin bo也countries

2. Both sides agr田d白紙theresearch institutes泊 Japanand也eRepubIic of Indonesia shouId reach 

血 agreementto execute the coIlaborative research in accord阻 cewi白色eMasterPI阻 oftheProject. 

The agreed document (e.g. CoIlaborative Research Agreement) shouId contain the foIlowing items; 

a. Objective and Plan 

b. Implementa世間

C. Con:邑den制 ityand InteIIectual Prope均rRigh匂

d. Genetic Resources 

巴 PubIicationofResuIts 

f. Dispute Resolution 

g. Duration of the Agreement 

h. CompIiance wi也Lawsand Regulations 

キ'Theitems described on the document are subject to change according to也econtents of the 

research. 

3. The s甘uctureof the Proj ect (必rnEX2)

LIPI will be the main counもerparta菖ency.百leresearchers企omUniversity of Indonesia尽JI)，

University of Gadjah Mada (UGI"o.の andForestry Research and Development AgencyσORDA) 

W泊 join世田 pr句ect出 supportingmembe四.NITIヨshaIIbe responsible for supervising its te阻

which consists of members企omNITE，吐leUniversity ofTo匂0(Uτ7血 dRIKEN.

4. Microbial Resource Center (ANNEX 3) 

h由isproject， the two coIIections in LIPI will be merged toge也町田microbiaIresource center. One 

of the two coIlections is ''LIPIMC，''也ecuIぬrecoIlec世onin 1"0.但crobiologyDivision， RCB，叩dthe 

・2.
dン
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other one is “BTCC，"也ec叫印recollection in RCBiotech.τlle microbial resource center would be 

developed to collect and preserve the Indonesian microbial resources，血dto be used by bo也

dom目白血dforeign researchers. The functions of the center would be白血ishedusing吐lec町T叩t

available spaces in RCB and RCBiotech. LIPI is reques加19budget to construct a new building for 

也ismicrobial reso町田 centerfu且ction，也usif也isis admitted組 dthe building is ready， the 

func担onswill be moved in to由isnew building. 

5. The budgetary demarcation regarding the local expense is exp凶且edinANNEX 4 

ANNEX 1. DRAFT RECORD OF DISCUSSIONS侭ill)

ANNEX 2. PROJECT STRUCTURE 

ANNEX 3. MICROBIALRESOURCE CENTER 

ANNEX 4. BUDGETARY DEMARCATION 

. 3胆 弘乙
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ANNEX 1. DRAFr RECORD OF DISCUSSIONS侭JD)

DRAFT RECORD OF DISCUSSIONS 

BETWEEN JAPAN町TERNATIONALCOOPERATION AGENCY 

ANDAUI宜ORITIESCONCERNED OF 

THE GOVERNMENT OFTHE REPUBLIC OF町DONESIA

ON JAPANESE TECHNICAL COOPERATION FOR 

PROJECT FOR DEVELOPl¥偲NTOF

E河TERNATIONALLYSTANDARDIZED MICROBIAL RESOURCE CENTER 

TO PROMOTE LIFE SCIENCE RESEARCH AND BIOTECHNOLOGY 

Japan International Cooperation Agency (he田inafterto出“nCA")had a series of discussions 

也roughnCA 0節目 inthe Republic of Indonesia wi色白eIndonesian authorities concerned with 

respectto desirable me田町田tobe taken by nCA a且dauthorities concerned ofhe Government oftlle 

Republic of Indonesia for the successお1inlplementa世onof “'Project for Development of 

Internationa1ly S也ndardizedMicrobial Resource Center to Promote Life Science Research and 

Biotechnology" (hereina宜erreferred to出‘苛leProject"). 

As a result of the discussions， nCA and the Indonesian au也oritiesconcerned agreed on也em紺 ers
referred to in白edocument attached hereto. 

Jakar包， XX XXXX， 2010 

地，Moto主皿iKohara 

ChiefRepresentative 

Indonesia 0伍ce

Prof. Dr. Endang SUKARA 
Deputy of Life Sciences 

J apan International Cooperation Agency 

cnCA) 

Indonesian Institute of Sciences (LIPn 
RepubIic ofIndonesia 

Wituessed by 

Prof. Dr. Syamsa Ardisasmita 

Deputy MinisterおrScience and Technology 

Network 

RISTEK 

.4. f2 ぷ
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THEATTACHED DOCUMENT 

L COOPERATION BETWEEN JICA AND THE GOVERNlI-王ENTOF THE REPUBLIC OF 

E河DONESIA

1. The Government of也eRepublic of Indonesia will implement the “Project for Development of 

Intemationally Standardized Microbial Resource Center to Promote Life Science Research and 

Biotechnology" in cooperation wi也瓦CA.

2. The Project will be implemented in accordance with the Master Pl白血dPl血 ofOperation which 

is given in Annex 1. 

IL MEASURES TO BE TAKEN BY JICA 

In accordance with the laws and regulations in force in Japan， nCA will take，抗itsown expense， 

也efollowing measures according to也.enormal procedures under the Colombo Plan Technical 

Cooperation Scheme. 

1. DISPATCH OF JAPANESE EXPERTS 

JICA will provide the services ofthe Japanese expe自由listedin Annex 1I 

2. PROVISION OF MACHINERY AND EQUIPlv包:NT

JICA will provide such machinery， eq田p皿enta且dother materials (hereina宜erreferred to出吋he

Equipmenf') necess田yfor the implementation ofthe Project田 listedin Annex III. 百1eEquipment 

will become the proper匂，of the Gover百mentof the Republic of Indonesia upon being delivered C.1.F. 

(∞st， i且S町担ce血d企由民:t)to也.eIndonesian authorities concerned at也eports and/or位portsof 

disembarkation. 

3. TRAINING OF lNDONESIAN PERSONNEL悶 JAP.必4

nCA will receive the Indonesian personnel connected with也eP吋ectfor technical training in 

Jap釦

III. MEASURES TO BE TAKEN BY THE GOVERNMENT OF THE REPUBLIC OF 

別DONESIA

1. The Government of也eRepublic of Indonesia will take necessary measures to ensure that the 

-5・
tμ 
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se1f-reIi阻.topera世onof the Project will be sustai且edduring and after the period of J ap阻ese

tecb且icalcooperation，也rougbお11and active inv01vement in the P吋ectby al1 re1ated au也o出回，

beneficiary groups and institutions. 

2. The Government of the RepubIic of Indonesia will e田町e由at由etechno10扇町田dk:now1edge 

acquired by the Indonesian nationa1s出 aresult of Japanese technica1 coopera世onwill con甘ibuteto 

the economic and socia1 deve10pment ofthe RepubIic ofIndonesia. 

3. The Governme且tof the RepubIic of Indonesia w丑1grant in Indonesia且privi1eges，exemptions a丑d

benefits to也eJ apanese experts referred to in II -1 above and也eirfi四 iIies，which are no 1ess 

favorab1e也血 thoseaccorded to expe:此sof也irdcountries worki且gin the RepubIic of Indonesia 

under the Co10mbo P1阻 Technica1Cooperation Scheme. 

4.百1eGovernment of the Republic of Indonesia will ensure that也eEquipment referred to in II -2 

above will be utilized e民 ctive1yfor也.eimp1ementation of吐1eproject in consultatio且 wi出世1e

Japanese exp町tsreferred to in Annex II. 

5. The Government of the Republic of Indonesia wll1 ta1ce necessary measures to ensure由at也e

k:now1edge阻 dexperience acqu廿edby the Indonesia且personne1企0皿 technical甘剖凶且gin Jap岨

wi1l be utiIized effec世ve1yin the imp1ementation of the proj田t.

6.In accord血 cewith the 1aws and regu1ations in force in the Republic ofIndonesia， the Government 

ofthe Republic ofIndonesia wi1l t法:enece田町yme出町田toprovide at its own expense: 

(1) Se四icesof the Indonesian counterp制 personne1a且dadministrative personne1田 listedin Annex 

IV; 

ο) Office space a且dits faci1ities provided for the project as listed in Annex V; 

(3) Supp1y or rep1acement of machinery， equipment， instrume目白， vehic1es， too1s， sp紅.eparts and 

阻lyother materia1s nec国 S田yfor the imp1ementation of the Project other由anthe Equipment 

pro吋dedby rrCA under II -2 above; 

7. In accord田.cewi白血e1aws and regu1ations in force in the Republic ofIndonesia，也eGo可lernment

of世1eRepublic ofIndonesia wi11句kenecessary measures to meet: 

. 6・ 受シ
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(1) Expenses necessary for tr阻 sporta註onwi也inthe Republic of Indonesia of the Equipment 

refe町edto in II -2 above as well田 for吐田installation，opera註onand皿aintenancethereof; 

(2) Customs duties， internal taxes阻 dany other charges， hnposed in the Republic of Indonesia on 

也eEquipment reおrredto in II -2 above ;阻d

(3) R四mmge}中間sesnece白血γforthe泊plementationofthe Project 

IY. ADM闘ISTRATIONOFTHE PROJECT 

1. Director of Research Center for Biology (RCB)， LlPI，回世leProject Director， will bear overall 

responsibility for the adminis甘ation阻 dhnple皿阻泊首onof the proj ect 

2. Head of1但crobiologyDivision， RCB-LlPI，出血ePr吋ectManager， will be responsible for the 

managerial田 dぉchnicalmatters of也eProject 

3. The Japanese Team Leader will provide necess田yreco耳unenda世0出血dadvice to也eProject 

Director and the Project M叩 ageron叩ymatte四 p出 aini砲 to也ehnplementation ofthe Project 

4. The Japanese exp出 swill give necessary guid血白血dadvice to the Indonesian co阻 terpart

personnel on scIentific and technical ma社ersp創出ingto也.ehnplementation ofthe Project 

5. For the effec世ve血 dsuccessful hnplementa也onof technical cooperation for the project， a Joint 

Coordinating Co回血i世間 (JCC)will be established whose白nc.世onsand composition are described 

inA且且exVI.

V. JOINT EVALUATION 

Evaluation ofthe Project will be conductedjointly by JICA and the Indonesian authorities concerned， 

at the middle and d凶ing也.e1田tsix mon:由Sof the cooperation term in order to exami且ethe level of 

achievement. 

VL CLAIMS AGAll可STJAPANESE EXPERTS 

The Government of也eRepublic of Indonesia undertakes to bear claInls， if血y回 S田， ag記nst也e

-7 - 4乙
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Japanese experts engaged in technical cooperation for the Project resulting fro血， occurring in the 

course of， or otherwise connected wi血 thedisch町geof也位。箇cialお且ctionsin the Republic of 

Indonesia except for those arising企'om也.ewiIIお1misconduct or gross negIigence of也eJapanese 

experts 

VII. MUTUAL CONSULTATION 

There wiII be mutual consultation between JICA四 d也eGover百血entof吐1eRepubIic of Indon田ia

on血 ymajor issues arising企OID，or in connectio:丑with也isAttached Docurnent. 

vm. MESURES TO PROMOTE UNDERSTANDING OF AND SUPPORT FOR THE 
PROJECT 

For the p田poseof promoting suppo社forthe project among由epeople of也eRepubIic ofIndonesia， 

也eGover百mentof the RepubIic of Indonesia wiII take appropriate me田町esto make the Project 

widely known to吐1epeople ofthe RepubIic ofIndonesia. 

lX. TERM OF COOPERATION 

The duration of由etechnical cooperation for the Project under世話sAttached Docurnent wiII be five 

(5) years企om2011 to 2016. 

ANNEXI MASTER PLAN and PLAN OF OPERATION 

ANNEXII LIST OF JAPANESE EXPERTS 

ANNEXIII LISTOFMACHINERYANDEQUIPMENT 

ANNEXIV LIST OF COUNTERPART PERSSONNELAND ADI¥⑪守ISTRATIVE

PERSONNEL 

ANNEXV LIST OF LAND， BUILDINGS AND FACILITIES 

ANNEXVI JOINT COORDINATING COMMITTEE 

-8・
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ANNEX 1-1 MASTER PLAN (tentative) 

百isMaster Pl担。日)w世 bereviewed阻 drevised， when necessi守 arisesin the course of 

implementation ofthe Project. Especia1ly， indicators ofMIP will be determiued within one year after 

starti唱曲eP吋ect.

1. Project Purpose 

Intemationa11y standardized microbia1 reso世田 center出 acore of Biologica1 Resource Center to 

promote 1ぜescience rese紅白血dbiote心imologyis estab!ished 

2.0utpu白血dAc首vities

(1) Output1 

Col1ection of new microbia1 resources originated企omIndonesia.， which is beneficia1 to hu血血

welfare， food production，砲ricu1知re，血denvironmenta1 resもorationis improved 

k1dica:知rs(tentative) 

1-1. At least 50 candid創出 ofnew白血of皿icroorganisms町ed.iscovered叩 ddescribed. 

1・2.At least 8 researchers are able ωisolate叩 did即 tifYmicroo喝田ismsbelonging to five groups*. 

ペ1.おngi，2.ye出臼，3.actinomya匂s，4.b副:eri九百oh田a.，田dbacteriophag田，5.microa1g田).

ト3.At least 2，000 s甘'a!nsof microorganis田s，belonging to the宣vegroups， are col1ected， iden世fied

阻 dpreserved

1-4. AtIe副 10pote凶叫ly田e白1microo屯副首smsforh1皿皿welfare町'eobtai且ed.

Activi註es

1-1. Isolate阻 didentifY microo屯anismsbelonging to the five groups. 

1-2. Preserve the microo屯血ismss削d.ied，using 10ng term preservation approach 

1-3. Conduct chemotaxonomy analysis，皿olecu1ariden託宣cation，preservation methods， a:nd other 

me吐lOdsin accorda:nce to也eintemationa1 sta:ndard procedures. 

1-4. Conduqt microbia1 assay for eva1uating the beneficial microorganism to huma:n welfare. 

ト5.Carry out tra1ning for capacity building on microbiologica1 taxonomy in col1aboration with 

microbiologist commu均

(2) Output2 

Soil microorganisms也athave beneficia1 effects on agricu1士ure，ecosystem conservation， and 

environmenta1 restoration are isolated a:nd char前 terized.

Indic低ors(tent剖ive)

2-A. Bacteria 

. 9 . 次ン
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2-A-1. At le田t50 strains of bene五cialso丑bacteriaare isolated. 

2-A・2.Data on the activities of deni加五cation， nitrogen茸xation， ammonia ox池田首on，担dme'白血e

oxidization of selected isolates under cul白血conditions are obtained 

2-A-3. Data on也equ血.tity田 ddiversity of functional genes in soil rela也gto the deni甘ification，

凶廿ogenfixation， ammonia oxidization， and methane oxidization are obt白且ed

2・A-4. Data on the species diversity and physiology of ni仕ogenfu也19bacteria and phosphate 

solubilizing bacteria are obtai且ed.

2-B. Fungi 

2-B-1. At least 50 s仕出且sof五mgiare isolated and identified 

2-B-2. Ectomycorrhizal五mgaldiversity in major Indonesian forests is es註matedqu血:titatively.

2-B-3. Molecular database (a hundred of species) and culture collection (at least ten species) of 

ectomycorrruzal白ngiis prepared. 

2・B-4.Knowledge about the ecology血 dphysiology of Indonesian ectomycorrruzal五mgi田d

endomychorruza are obtained. 

Acl主謀皇2

2-A. Bacteria 

2-A-1. Isolate the bacteria contributing to nitrogen四 dcarbon cyc1e企omarable soi!，阻dcarry out 

identification， including phylogenetic a且alysis.

2-A -2. Select and ch訂acte口zethe isolates playing important roles carbon and nitrogen cycle田 d

enviromnental conservation. 

2-A-3. Conduct functional gene analysis ofthe isolates con甘ibutingto nitrogen and carbon cycle出

well as studying microbial econogy of arable so日.

2-B. Fungi 

2-B-l. Collect mycorrhizal fu且gi企omtropical rainforest阻 dcarry out phylogenetic血 ddiversiザ

analysis. 

2-B-2. Select mycorrruzal fungi potentially effective to pro皿ote也egrow吐loftrees.

2-B司3.Analyze也eeffects of mycoπ'hizal白且gito enhance由egrowthof甘'ees

σ) Output3 

Animal gut microbiota are isolated， identified and selected for probiotics. 

Endicators (tentative) 

A. Chicken 

3・-A-I. At least 50 s1rains are isolated and identified 

3-A-2.Atle田t3 candidates of new taxa are described. 

3-A-3.At1east 10 c血 dida包sof probiotic are selected. 

3-A-4. A set of data on microbial strucぬre田 ddiversity in intestine of crucken is obtained. 

B. CattIe 
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3-B-1. At least 50 str叫nsare isolated and identi宜ed.

3-B-2. At least 3 candidates of new taxa are described 

3-B-3. At least 4 candidates ofprobiotic s甘ainsare selected. 

3-B-4. A set of data on microbia1 s甘山知脂血ddiversiザ泊rumenof cattie is ob匂ined.

ム辺恒豆es

3-A. Chicken 

3・A-1. 1solate and identify the intes出a1bacteria of chicken. 

3-A-2. Screen the bacteria isolated for probiotics. 

3-A-3. Eva1uate the effects ofprobiotic strains bacteria on chicken producti対ザ

3-A-4. Car巧rout molecular ecologica1 study of chicken intestine. 

3-B. Ca社1e

3-B-1. 1solate阻むdentifylactic acid bacteria of ca吐1erumen and silage. 

3-B-2. Screen lactic acid bacteria for probiotics. 

3-B咽3.Eva1uate the effec包ofprobio世cbacteria on cattle productivity. 

3-B-4. Carry out m01ecular ecologica1 study of cattle rumen. 

(4) Output 

Functions of microbia1 reso世田 centerin LIP1 are developed， to be a nationa1 reference collection 

阻 dto serve as a center for re田町ches，ex-situ conse:四ation，training and sustainable utilization of 

microbia1 resources; 

Iildic位置s(tentative) 

4-1. At least 2，200 va1uable Indonesian microbia1 resources are preserved in proper condition in 

microbia1 resource center in LIPI. 

4-2.百1emi町obia1問sourcece凶eris equipped with necessary fac出.tiesand equipment， and the 

旬C並uca1stafi主aretr出且edformana喜ementof皿icrobia1resources under也estandardized 

procedures 

4・3.Database is developed inch忌dingthe information on diversity and bioprospecting of resources出

well田也escierr廿五cdataand也.eavailab血ザofmicroorganisms. 

4-4、τ'hequa1ity management syste血 isestab!ished in consider凶ionwith也eOECD best pr郎氏e
guidelinesおrbiological reso叫 cecerr飽r.

A邑並盟主E

4-1 Introduce necessary facilities and equipment to operate世1emicrobiai resource center. 

4-2. Prepare a step-by-step pl血 forinlproving也emicrobia1 resO'世田 center，in co田 iderationwith 

吐1e1SO 9001 certification system and the OECD best practice guidelines for biologica1 

resource center，出wellas in compliance wi白色eIndonesian 1aws and regulations. 

4-3. Improve the protocol of the techniques for maintenance血 dqua1iザ corr甘01of microbia1 

-11 -
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resources， following the latest microbiology trends 

4-4. Establish也emanagement system of microbial resource center in compliance wi血Indonesi阻

laws and regulations 

4-5. Develop and improve the existing database of microorganisms preserved in也emicrobial 

resoぽ'cecenter， based on the stndies carried out in也eproj阿部wellas literature. 

-12 -
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ANNEX II LIST OF JAPANESE EXPERTS (tentative) 

Dispatch of the Japanese Experts Tea皿 forthe Project 

1. Long-term expert 

A long-tenn expert will be dispatched， who will be in charge of the following field: 

1) Project Coordinator 

2. Short-term experts 

τ'he short-tenn experts，国 lis匂dbelow， will be dispatched severa1世mesa year d町並gthe project 

period 

Notes: Research subjec'白侭S)lt04co口'espondsto Outpu臼 1to 4 

• Numbered according to experts.τ'hes町 1eperson is numbered only once. 

ProjectPos油 on 合 Name oftheE玄pert OrganizatioD 

Chiefleader Ken-ichiro S四必 NBRC，NITE 

1 I Project leader ofResearch su匂ect1 1 E五rokoKawasaki NBRC，NITE 

2 Sub-project leader ofRSl~subproject 1 (Fungi) 2 h四吐Ok阻 eσungi) NBRC，NITE 

3 Member ofRSI-2 3 Shigeki lnab.σ田 .gi) NBRC，NITE 

4 Me租b町 ofRSI-3 4 Gen Okada (Fungi) JCM，RlKEN 

5 Member ofRS 1-4 5 A組raNaka位tσ凹思) Tohoku St.， NIτE 

6 Sub-project 1田d町 ofRS1-s由project2 (Ye臨時 狂irokoKaw.田aki NBRC，NITE 

7 Memb町 ofRSI-9 6 A臼ushiYa:回目a尉(Ye田t) NBRC，NITE 

Sub-project leader ofRS1-subproject 3 (Actinomycetes) Tomohiko Tamura NBRC，NITE 
B 7 

(Actinomy田t回)

Member ofRS1-11 Mori)'1永iHa皿ad. NBRC，NITE 
9 8 

(Ac回 0血ycetes)

10 Sub開projectleader ofRS1-subproject 4 (Bacteri.) 9 Yasuyoshi NaI由.gawa NBRC，NITE 

11 Member ofRS1田14 10 Mik.Miy田M也(Bact出a) NBRC，NITE 

12 Memb町 ofRSI-15 11 Uchino (Bacteria) NBRC，NITE 

13 Me田berofRS1・16 12 Katsutoshi Fuji1胞(pha昌弘GMO) NBRC，NITE 

14 Me田berofRSl・17 13 Junya Se血 σhage，GMO) NBRC，NITE 

15 Me四.berofRSI-18 14 Koji Mori (Archae.) NBRC，NITE 

16 Sub-pr句ectleader ofRS1-subproject 5 ゆ喧croalgae) 15 Hlroshi Sekiguchi小illcro叫gae) NBRC，NITE 

17 Project leader ofResearch subject 2 16 Shigeto 0包曲a(.日目teria) UT 

18 Member ofRS2-2 17 UT 

-15 -
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19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

Member ofRS2-3 18 Y叫dMl世田山u NBRC，NlτE 

Sub喝.projectleader ofRS2司subproject2σungi) 19 Kazuhide Nara UT 

Member ofRS2・8 KazlぬjdeNara UT 

Project leader ofResearch subject 3 20 h在oriyaOhkuma JCM，RIKEN 

Sub-project leader ofRS3-subproject 1 (αicken) 21 M北iKitahara JCM，RD互EN

Sub-project leader ofRS3-subproject 2 (Cattle) 22 Yoshi皿iB回no RIKEN 

Member ofRS3・5 23 h喧土suoSakamoto JCM，RIKEN 

Project leader ofResearch subject 4， PD，PM 24 Ken-Ichiro SUZl必 NBRC，Nl1E 

Sub-project lead町ofRS4-四bpr句田t1 仏4担 agement) Ken-1chiro Suzuki NBRC，NlTE 

Member ofR84-3 AkiraN汰agiri Tohoku St， Nl1E 

Me但b町ofRS4-4 Yasuyoshi Nakagawa NBRC，NlTE 

Memb町ofRS4-5 b田niOkane NBRC，Nl1百

Sub-project leader ofRS4-subproj田t2 {Bio凶bnna祖国) Ken-1chiro Suzuki NBRC，NlTE 

Me田，berofRS4-8 25 M田町lI1ch泊町a NBRC，NlTE 

Me:田，b町ofRS4-9 26 H旬並leSato NBRC，Nl1E 

Me田.berofR84-10 27 SayakaB血 NBRC，Nlτ耳

JICA will provide白epl阻 ofshort-term experts， for each Japanese宣scalyear (JFY)， at the 

beginning of each JFY. 

-16 -
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ANNEX III LIST OF MACHII四 RYANDEQU1P卦偲NT(tentative) 

Listed below are equipment， machineries， instruments， tools and materials， which are necessary for 

the Project. 

1. Equipment for isolation叩 dcultivation 

2 .Equipment for preservation 

3 .Equipment for cellular component ana1ysis 

4 .Equipment for genetic ana1ysis 

5 .Equipment for microscopic observation 

6.E司凶pmentfor microbia1 activiザ阻a1ysis

7.Eq凶.pmentfor information technology 

~ 
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ANNEXIV 

LIST OF COUNTERPART PERSONNELAND ADl¥但NISTRATIVEPERSONNEL (tentative) 

Notes: * Numbered according to experts. The same person is numbered only once. 

Project Position * Name ofthe counterparts Organization 

1 Project Director Siti N.町町出atiPrijono RCB 

2 Project Manager 2 Heddy Julistiono RCB 

3 Project leader ofResearch subject 1 3 Puspita Lisdiyanti RCBiotech 

4 Sub-project leader ofRS1-subproject 1σ四郎) 4 I皿血Hidayatσ.ungi) RCB 

5 Member ofRSl-2 5 RCB 

6 Member ofRSl-3 6 瓦出凶Kr四副ibra也σungi) RCB 

7 Member ofRSI-4 7 RCB 

8 Member ofRSl-5 8 N血d田gS曲師aσ凹思) RCB 

9 Member ofRSI-6 9 DewiS出血σungi) RCB 

10 Member ofRSI-7 10 RCBiotech 

11 Sub-project leader ofRS l-subproject 2 (y田坑) 11 A匂tK血首(Ye副) RCB 

12 Memb町ofRSl釧9 12 Wellyzax勾回問"idzal(ye田t) m 

13 Sub-project leader ofRSトsubp回uect3 (Actinomy白血s) 13 ArifNurk四to(出血omycetes) RCB 

14 Member ofRS1-11 14 Sh阻.tiRa阻止0回出(Ac出omyc世田) RCBio白ch

15 Member ofRSI-12 Heddy Julistiono RCB 

16 MemberofRSI-13 15 AndreaAgus阻 RCB 

17 Sub-project leader ofRS1-subproject 4 (Bacteria) Puspita Lisd"iy副首 RCBiotech 

18 Member ofRSI-14 16 Rohmatussolihat RCBiotech 

19 Me:皿.berofRSI-15 17 Endang Sutriswati Rahayu UGM 

20 Mernber ofRSI-16 18 Di阻AJnan RCB 

( 21 Member ofRSI-17 19 Elvi Ye回 RCBiotech 

22 Me:田，berofRSl・18 20 Akl古祖Atik田a RCBiotech 

23 Memb町 ofRSI-19 21 RCBiotech 

24 Sub-project leader ofRS1-subproject 5 (1喧ロualg出) 22 DwiS田丑血ings塩小喧croalg鵠) RCBiotech 

25 Member ofRSI-20 23 NiningP泊四国i m 

26 Me田，berofRSl-21 24 Delicia Yunitarach血血 RCBiotech 

27 Project leader ofReseaxch subject 2 25 1 Made Sud"i阻a(Bacteri吋 RCB 

28 Member ofRS2-2 26 J北aWidada (Bacteria) UGM 

29 M四 b町ofRS2-3 27 Sri Widaw:曲(B田teria) RCB 

30 Member of RS2-4 28 M細血Rachm阻syぬ(Bacteria) RCB 

31 Me:田，berofRS2-5 
L 

29 Agustinus Joko Nugroho (Bacteria) RCB 

-18 -
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32 Member ofRS2-6 30 Dy出 Supriyati(Bacteria) RCB 

33 Member ofRS2・7 31 H百四国tini(Bac恒ria) RCBiotech 

34 Subてprojectleader ofRS2-subproject 2σ'uogi) IMadeSudi阻 a RCB 

35 Member ofRS2-8 32 Arwan Sugih副 o(F山容) RCB 

36 Member of RS2-9 33 YB. Subowoσ阻 gi) RCB 

37 Me田.berofRS2-10 34 Sylvia Lekatompessy (Fuogi) RCBiotech 

38 Me田berofRS2-11 35 M.Hes世L.Tataσ田 gi) FORDA 

39 Member ofRS2-12 36 AtikR，血owatiσ四思) RCB 

40 Project leader ofResearch subject 3 37 Ach血adDinoto RCB 

41 Sub“.project leader ofRS3-subproject 1 (Chicken) Ac凶ladDino拍 RCB 

42 Member ofRS3-2 38 Sugiyono Sap肱a RCB 

43 Member ofRS3・3 39 S叫istiani RCB 

44 Sub-project leader ofRS3-subproject 2 (Ca剖e) 40 Y阻 ty岨 Widy出血世 RCBioも:ech

45 Member ofRS3-4 Yantyati Widyastuti RCBiotech 

46 Memb町 ofRS3-5 ? AcbmadSo伊n RCBiotech 

47 Member ofRS3-6 41 Wulansih Dwi As白百 RCBiotech 

48 Project leader ofR，田e町oh四bject4 A世tKanti RCB 

49 Sub-project leader ofRS4-subproject 1 仏f田昭:ement) Heddy J凶:istiono RCB 

50 Me田berofRS4-3 42 Puspita Lisdiyanti RCBiotech 

51 Me皿b町 ofRS4-4 43 Iw血 S田kiaw阻 RCB 

52 Mernber ofRS4-5 44 Ye:血 Yuliani RCB 

53 Member ofRS4-6 45 Mia Khusmiati RCB 

54 Sub-project leader ofRS4-subproject 2 (Bioinformatics) 46 Uway W Mahyar RCB 

55 Me田lberofRS牛B Arwan Sugih副 O RCB 

56 Me血lberofRS4-10 48 Yosman RCB 
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ANNEXV LIST OFLAND， BU1LDlNGSAND FACILITIES 

1.τ'he buildings and faciIities necessruy for the perfonnance of duties by the Japanese Experts and 

o缶cespace are located at LIPI buildings in Cibinong. 

2. Facili世田 such田 electricity，water， sewerage system， telephones， internet血 d白nせ加renecessruy 

for the Project activities血 dopera世onalexpenses for utilities. 

3. Other faciIi士iesmu士ually勾reeupon回目白田町7・
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ANNEX VI JOIl'官TCOORDIl河ATIl可GCOMl¥位TTEE

1. Functions 

A Joint Coordinating Committee (JCC) will be organized. JCC meetir屯willbe held at least once a 

ye町 andwhenever the need aロsesto: 

(1) Supervise the annual work plan ofthe Project in line with the Plan of Operations. 

ο)Re吋ew也eannual and overall progress of也eProject and to evaluate the accomplishment of也e

血nualtargets and achievement ofthe objectives. 

。)Find out proper ways釦 dmea且sfor soJu世onofthe major issues arising from.or in connec'世田

with the Proj ect. 

2. Composi討onofJCC

(1) Cha主person:Deputy Cha1rman for Life Sciences， Indonesian Institute of Sciences (LIPI) 

(2) Co-Chairperson: Director for NITE-BRC 

σ) Members 
A. Indonesian Side 

a Project Director 

b. ProjectM田 ager

c. Project Leader ofResearch Subject侭S)1 

d. Project Leader ofRS 2 

e. Project Leader ofRS 3 

f. Project Leader ofRS 4 

B. Japanese Side 

a. Representative(s) of JICA Indonesia Office 

b.Pr，吋ectLeaders ofResearch Subjects 1 to 4 

c.O也erJap阻 eseexper包m也isproject 

d.Me皿ber(s)ofmissions dispatched by JICA 

e. Representative(s)企omRepresentative金。mNa世田alInsti訂正teof TechnoJogy and Evaluation 

(NITE) 

f. Representative(s)企omUT

g. Represe且，tative(s) from RIKEN 

(4) Observer(s) 

A. Indonesian Side 

a Leader of PJanning， Monitoring and Evaluation Tea皿，Deputy ofLife Sciences， LIPI 

b. Bureau for Cooperation and Promotion of S&工LIPI

c. Other official( s) appointed 
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B. J apanese Side 

a. Repr，田e凶a吐ve(s)企omJST

b.O伍cial(s)企omthe Embassy of Japan 

c. Other official( s) appointed by吐leProject Leader 

〔
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Joint Coordinating Committee (JCC) 

，- -、、、 〆F 『‘司、、

/ Japanese Side Indonesian Side 1 

Chairpe隠 ons

Director for NITE・BRC Deputy Chairman for Life Sciences 

LlPI 

Members Members 

1.JICA Indonesian 0仔'ice l.l:'roject Director 

2.project Leaders of Research Subjects 2.Project Manager 

1 to4 3. Project Leaders of Research 

3.Member(s) of JICA Missions Subjects 1 to 4 

4.Represen匂tive(s)from NITE 

5.Represen包tive(s)from UT 

6.Represen包tive(s)from RIKEN 

Observer宮
Observer冨

1. Represen抱tive(s)from JST 
1. Leader of Planning， Monitoring and 

2. Officials from Embassy of Japan 
Evaluation Team， Deputy of Life 

3. Experts from the project 
Scie即時 LIPI

4. Other official(s) appointed 
2. Bur，官aufor Cooperation and 

Promotion of S&T， LlPI 

3. Counterpart pe隠 onnel from the 

project 

4. Other o'符icial(s)appointed 

.23. 
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ANNEX 4. BUDGETARY DEMARCATION 

nCA LlPI (CtPs) 

Buildings血 dof百cespace for the project @ 

Office白出ture(desk， ch也 la血petc) @ 

Ins包llationof elec1ric and com血unicationsfacilities @ 

Office equipment (telephone set， fi以，copy machine etc) @ 

Daily Expenses for Project Activities of Japanese Expert (telephone， @ 

CoP)らせ担sportationetc.) 

Business Trip Cost of Japanese Expert @ 

Business Trip Cost of Indonesian CtPs @ 

Room rental fee ofthe workshop例eetingPacka喜e) @ 

Materials and Equipments for甘alninglseminar @ 

Transportation fee田 dallowance for participan包 ofse凶nar/workshop @ 

(血casethat the p町ticip叩 ts町e企omCtPs)
J 

τT担spo抗ationfee and allowance for p紅白ipanおofseminar/workshop @ 

(泊casethat the participants are not企'omCtPs) 

Accommodation fee for par也cipantsof seminar/workshop @ 

(in case也atthe participants are from CtPs) 

Accommodation fee for particip阻臼ofseminar/workshop @ 

(in case that the participants are not宜'omCtPs) 

Honorarium for lectures企omoutside @ 

L 

.26開
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RECORD OF DISCUSSIONS 

BETWEEN JAPAN INTERNATIONAL COOPERATION AGENCY 

AND AUTHOR1TIES CONCERNED OF 

THE GOVERNMENT OF THE REPUBLIC OF INDONESIA 

ON JAPANESE TECHNICAL COOPERATION FOR 

PROJECT FOR DEVELOPMENT OF 

E可TERNATIONALLYSTANDARDIZED MICROBIAL RESOURCE CENTER 

TO PROMOTE LIFE SCIENCE RESEARCH AND BIOTECHNOLOGY 

Japan Intemational Cooperation Agency (hereinafter to田“五CA")had a series of discussions 

也roughJICA office in the Republic of Indonesia wi白血eIndonesian authorities concerned wi也

respect to desirable measures to be taken by JICA皿d也eGovern皿entof Indonesia for the 

success白1implementation of the above皿四.tionedproject 

Based on the Minute of Meeting between Japan Detai!ed Planning Survey Team and Authorities 

Concemed of血.eGovemment of Indonesia on Japanese Technical Cooperation Project for 

Development of Int，田nationallyStandardized Microbial Resource Center to Promote Life Science 

Research and Biotechnology signed in Jak町民Augnst5， 2010 

As a result of也efinal discussions held in Jakarta on Dece血.ber11， 2010， nCA and the Indonesian 
authorities concemed agreed to recom血endto出eirrespective Govern皿entson血ematters referred 

to in the document attached hereto 

mdみr~ム­
Mr. Motofi必iKoha阻 i
Chief Reoresentative 

Indonesia 0伍ce

J apan Intemational Cooperation Ag阻 cy

(nCA) 

J akarta， March 3， 2011 

ぐ14
Prof. Dr. Ir Bambang Prasetya 
Deputy Chairm阻 forLife Sciences 

Indonesia且Insti旬teof Sciences (LIPI) 

Republic of Indonesia 

4 
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THE ATTACHED DOCUl正ENT

1. COOPERATION BETWEEN JICA AND THE GOVERNMENT OF THE REPUBLIC OF 

E河DONESIA

1. The Govemment of the Republic of Indonesia will implement the “Project for Development of 

Intemationally Standardized Microbial Resource Center to Promote Life Science Research and 

Biotechoology" in cooperation with JICA 

2. The Project will be implemented包 accordancewith也.eMaster Pl血血dPl阻 ofOpera世on

which is given in A 皿 ex1. 

n. MEASURES TO BE TAKEN BY JICA 

In accordance with the laws and reguIations in force也Jap岨，JICA will take， at its own expense， 

也.efOllowing皿easuresaccording to the norma1 procedures under the Colombo Pl田 Tech且ica1

Cooperation Scheme. 

1. DISPATCH OF JAPANESE EXPERTS 

(1) J1CA will provide the services ofthe Japanese experts as listed inAnnex 11. 

(2) J1CA will ensure也at血.eexperts have intensive comm山由ationwi也theExecutive Agency 

to ensure all activities meets wi也也epriority/need of也.eExecutive Agency. 

2. PROVISION OF MACHINERY AND EQUIPMENT 

J1CA will provide such machinery， equipment and other materia1s (hereina宜erreferred to田“血e

Equipment'ヲnecess町yfor the implem阻 tationof也ePr句ectas listed in Annex IIIτh 

Equipment will become the prop町ザ of也.eGove口unentof也eRepublic of Indonesia upon 

b白ngdelivered C.I.F. (cost， insurance and企dght)to也eIndon田i皿 authoriti田 conc町田dat the 

ports andlor airports of dis回 lbarkation

3. TRAINING OF別DONESIANPERSONNEL IN JAPAN 

J1CA wi11 receive the Indonesian personnel connected wi白血eProj ect for techoical training in 

J apan and any 0也町co田町yas needed. 

手
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III. MEASURES TO BE TAKEN BY THE GOVERNl¥但J:NTOF THE REPUBLIC OF 

INDONESIA 

1. τ'he Gov町百nentof the RepubJic of Indonesia will take necessary measnres to ensnre that也e

self-reliant operation of the Proj ect will be sustained during and aft町血eperiod of J apanese 

technical cooperation，吐lfoughfull and active involve皿ent也 theProj ect by all問lated

authorities， bene五ciarygroups and institutions 

2τ'he Government of由eRepnblic of Indonesia will ensnre也at也etechnologies and knowledge 

acquired by the Indonesian nationals as a resn1t of Japanese technical cooperation will contribute 

to也eeconomic and socia1 development ofthe Republic ofIndonesia 

3.τ'he Government of the RepubJic of Indonesia will grant也Indonesianprivileges， exemp世ons

回 dbenefits to the J apanese experts ref，悶吋 to泊 II-1 above and也eirfamiJies， which are no 

less favorable由anthose accorded to experts of也irdcoun凶田 workingin也eRepublic of 

Indonesia in accordance wi也也eprevailing laws and regulations in Indonesia as well出国der

也eColombo Plan Technical Cooperation Scheme 

4τ'he Governm四 tof吐leRepublic of Indonesia will ensnre血atthe Equipment refヒrredto血 II-2

above will be utilized e自己ctively伽也e加lplem阻 tationof the Project in consultation wi由也e

J apanese experts referred to in Annex II. 

5. τ'he Government of the Republic of Indonesia will take necessary meas町田 toensnre也at也e

knowledge and experience acquired by the Indonesian personnel企omtechnical training in 

J apan wi11 be utilized e缶ectivelyin the implementation ofthe Project. 

6. In accord祖国 wi白出elaws and regulations in force恒也eRepublic of Indonesia， the 

Government of也eRepubJic of Indonesia wi11 take necessary measnres to provide at its own 

expense 

(1) Services of the Indonesian counterpart perso皿 eland administrative perso皿 elas listed in 

An且exIV

(2) Office space阻 dits facilities provided for the project as listed inAnnex V 

(3) Supply or replacement of machineη" equipment， instru皿阻包， vehicles， tools， spare pa出

血 dany other materials ne師団町yfor the inlplementation of也.eProject 0也er血血 the

Equipment provided by JICA under II-2 above 

メ
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7. In accordance wi也 thelaws and regulations in force包也eRepublic of Indonesia， the 

Governrnent of the Republic of Indonesia wil1 take necessary measures to meet 

(1) Expenses necessary for transportation wi血in也eRepublic of Indonesia of the Equipment 

referred to也II-2above as well as for the installation， operation and maintenance thereof 

ο) Customs du臨，intema1 taxes and any 0血ercharge洛，imposed in the Republic of Indonesia 
on the Equipment refi町 ed加担II-2above 

(3) Runni且gexpenses necessary for the implementation of the Proj ect 

IY. ADMINISTRATION OF THE PROJECT 

1. Director of Research Center for Biology (RCB)， LIPI， as the Project Director， will bear overall 

responsibility for the ad血inis仕組on岨 dimplementa包onof也.eproj田t.

2. Head of Microbiology Division， RCB-LIPI， as也eProject Manager， wi1l be responsible for也e

managerial and tecbnical matters of the Proj ect 

3. The Japanese T.白血Leaderwill provide necess町yrecommenda包onsand advice to也eP刈ect

Director皿 dthe Project Manager on any matters p百ね担担g旬也el血.plementationof the Project. 

4 τ'he J apanese experts wi11 give necessary guidance and advice to也eIndonesian counte中町t

persormel on scienti五C阻 dtechnica1 matters pertaining to the implementation of也eProject 

5. For the effecti羽田dsuccess釦.1implementation of technical cooperation for帥 Project，a Joint 

Coordinating Com皿ittee(JCC) w臼1be established whose functions阻 dcomposition are 

described in A即時xVI.

V. JOINT EVALUATION & REPORTING 

(1) Eva1uation of the Project wil1 be conducted joint1y by JICA回 d也eIndonesian authorities 

conc町田d，at也emiddle血 dduring the last six mon也Sof也ecoop巴rationterm in order to 

examine the level of achievement 

(2)τ'he Project will provide the project report armua11y. 

ヂ
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VI. CLAIMS AGAll唱STJAPANESE EXPERTS 

The Government of the Republic of Indonesia undertakes to b悶 claims，if阻 yanses， agamst也e

J apanese experts engaged in句chnicalcooperation for the Project resulting from， occurring in也e

course of; or otherwise connected wi白血edischarge of their 0伍cial釦nctionsin the Republic of 

Indonesia except for those arising企om也ewillful misconduct or gross negligence of也eJap祖国e

experts 

vn. MUTUAL CONSULTA:τION 

(1) There will be mutua1 consu1tation bet>羽田 JICAand LIPI on叩 ymajor issues arising from， or 

in connection wi血血isAttached Document 

(2) Any differ聞 cesbetween the Parties concerning interpreta臼onand/or implementation of也1S

Record of Discussion will settIed amicably也roughconsuIta世田

VllI. MEASURES TO PROMOTE UNDERSTANDING OF AND SUPPORT FOR THE 

PROJECT 

Forthep田poseof promoting support for the Prq日ecta皿ong也epeople of the Republic of Indonesia， 

the Gov，旺mnentof也eRepublic of Indonesia will take appropriate measures加 make血.eProject 

widely known to也epeople of the Republic of Indonesia 

IX. TERM OF COOPERATION 

τ'he duration of the technica1 coop町ationfor也eProj ect under血isAttached Document wi11 be百四

(5) years企om也efirst day of the dispatch of Japanese expert(s) to the Republic of Indonesia皿

2011 

ANNEXI 

ANNEXII 

ANNEXIII 

ANNEXIV 

ANNEXV 

ANNEXVI 

MASTERPLAN 

LIST OF JAPANESE EXPERTS 

LIST OF MACHINERY AND EQUIPMENT 

LIST OF COUNTERPART PERSONNELAND ADMINISTRATIVE 

PERSONNEL 

LIST OF LAND， BUILDINGS AND FACILITIES 

JOINT COORDINATING COMMITTEE 
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ANNEX 1 MASTER PLAN 

τ'his Master Plan (MIP) wiII be re'吋ewedand revised， when necessity arises in the course of 

implementation ofthe Project EspeciaIIy，皿dicatorsof MIP wiII be determined wi吐rinone yl回rafter 

st紅白19the Project. 

I. Project Purpose 

IntemationaIIy st叩 dardizedmicrobial resource center as a core of BiologicaI Resour田 Centerto 

promote Iife science research血 dbiotechoology is estabIished. 

2. Outputs and Activities 

(1) Output 1 

Functions of microbial reso町田 centerin LIPI are developed， to be a national reference coII田tion

and to serve as a center for researches， ex戸situconservation，出血ing阻dsustainable utiIization of 

microbial resources. 

坐盆豆且es

1-1. Introduce necessary faciIities and equipment to operate the microbiaI reso町田center，

1-2. Prepare a step-by-step pl阻 forimproving血e皿icrobialresource center， in consideration wi也

出.eISO 9001 QuaIity Management System and the OECD Best Practice Guidelines for 

biological resource center， as weII as in compliance with the Indonesian laws田 dregulations. 

1-3. In1prove the protocol of the techoiques for maintenance and quaIity control of microbial 

resources， foIIowing the la恒stmicrobiology trends 

1-4. EstabIish a management sys陪m of the microbiaI resource cent町也 compliancewi血血e

Indonesian laws and regulations. 

1-5. Develop and improve也eexisting database of microorganisms prese四edin血.emicrobial 

resource center， based on the information obtained d町ingthe proj ect 

(2) Output2 

Isolation and identific仰 onof new microbial resources originated世'omIndone潤a，which is 

beneficial to human welfare， food production， agricultnre，阻denviromnental restoration is 

conducted. 

全旦註誕es

2.1 Isolate and identi今回icroorganismsbelonging to fungi， yeasts， bacteria， archaea， bacteriophage 

血.dmicroalgae. 

2.2 Preserve the microorganism stndied， using long term preservation approach. 

ヂ
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2.3 Conduct chemotaxonomy analysis， molecular identification， preservation methods， and other 

methods也accord阻 ceto也eintemational s旬ndardproced町田.

2.4 Conduct microbial assay for evaluating beneficial microorg阻 ismto hu血叩wel五are.

2.5 Carry out training for capacity building on microbiological taxonomy in collaboration wi也

皿icrobiologistcom血U凶ties.

(3) Output 3 

Soil microorganisms也athave beneficial effec包 onagriculture， ecosystem conservation， and 

enVlfonmen包1restoration are isolated and characterized 

Activities 

3.A. Soil Bact出a

3-A-1. Isolate the bacteria contributing to ni甘'Ogenand carbon cycle企'Omarable so臼，姐dcarry 

out identi百cation，including phylogene世canalysis. 

3・・A-2.Select and characterize the isolates playing important roles in carbon and nitrogen cycle 

組 deuviromnental conservation. 

3-A-3. Conduct fi.mctional geue analysis of也eisolates ∞ntributing to凶trogenand c町'bon

cycle as well as studying microbial ecology of arable soil 

3-B. Ectomycorrhizal Fungi 

3-B-l. Collect myco町h也alfi.mgi from甘'opicalrainforest岨 dcarry out phylogenetic阻 d

diversity回 alysis.

3-B-2. Select mycorrhizal白ngipotentially effective to promote也egrow也oftrees

3-B・3.Analyze the effects of myco町hizalfi.mgi to e出血ce也egrov吋loftrees

(4) Output 4 

A且imalgut microbiota are isolated， identified and selected for probiotics. 

Activities 

4-A. Chicken 

4-A-1. Isolate and identiかtheintestinal bacteria of chicken. 

4-A-2. Screen the bacteria isolated for probiotics. 

4-A-3. Evaluate the effects of probiotic bacteria on chicken productivity. 

4-A-4. Carry out molecular ecological sωdy of chicken加国凶e.

4-B. Cattle 

4-B-1. Isolate叩 diden託行lacticacid bacteria of cattle rumen and silage. 

4-B-2. Screen lac世cacid bacteria for probiotics. 

4-B-3. Evaluate也eeff，田tsof probiotic bacteria on cattle productivity. 

4-B-4. Carry out molecular ecological study of cattle ru皿en

ヂ
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ANNEX II LIST OF JAPANESE EXPERTS 

Dispat疋hof the Japanese Experts Team for the Project 

1. Long-term expert 

A long-telTIl exp町twill be dispatched， who will be in charge of也efollowing field: 

-Project Coordinator 

2. Short-ter皿 experts

The short-telTIl experts， as following五elds，will be dispatched several白血esaye町 duringthe project 

period 

-Chief advisor 

-Management ofBiologica1 Resource Center 

-Database ofBiological Resource Center 

-Research on Filamentous Fungi 

-Research on Yeast 

-Research on Lactic Acid Bacteria 

-Research on Methane Producing Archaea 

-Research on Bacteriophage 

-Research on Bioremediation Bact町ia

-Research on Actioobacteria 

-Research on Microalgae 

-Research on Soil Bacteria 

-Research on Ectomyco町hiza1Fungi 

網 Researchon Probiotic for Chicken 

-Research on Probiotic for Catt1e 

-Research on Chemica1 Ana1ysis 

学
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ANNEX m LIST OF MACHIl河ERYAND EQUIPl¥偲NT

Listed below are equipment， machineries， instru血血ts，tools and materials， which are necessary for 

由ePrqリect.

1. Equipment for preservation of microorg町田S

2. Eqnipment for information technology 

3. Equipment for microscopic observation 

4. Equipment for isolation阻 dcultivation of microorganisms 

5. Equipment for cellular component analysis 

6. Equipment for microbial activity analysis 

7. Equipment for genetic analysis 

学
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ANNEXIV 

LIST OF COUNTERPART PERSONNELAND ADM到ISTRATIVEPERSONNEL 

1. project Director: 

Director of Research Center for Biology (RCB)， Indonesian Institnte of Sciences (LIPI) 

2. Project Manager: 

Head of Division of Microbiology， Research Center for Biology (RCB)， Indonesian Institute of 

Sciences (LIPI) 

*JCC approves血eposition and pe四onnel，in case of replacement. 

3. Members: as following五elds

-Management ofBiological Resource Center 

-Database for Biological Resource Center 

ーEquipmentfor Biological Resource Center 

-Research on Fila血回tousFungi 

-Research on Yeast 

-Research on Lactic Acid Bacteria 

-Research on Methane Producing Archaea 

-Research on Bacteriophage 

-Research on Bioremediation Bacteria 

-Research on Actinobacteria 

-Research on Mircoalgae 

-Research on Soil Bacteria 

-Research on Ectomycorrhizal Fungi 

-Research on Probiotic for Chicken 

-Research on Probiotic for Cattle 

ヂ
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ANNEX V LIST OF LAND， BUILDINGS AND FACILITIES 

1百lebuildings阻 dfacilities necessary for the perfonnance of duties by the Japanese Experts and 

o節目spaceare located at Research C四terfor Biology LIPI buildings in Cibinong 

2. Facilities such as electricity， water， sewerage system， telephones， inter.且et皿 dfumi旬間nec田sary

for the Project activities血 doperational expenses for utilities 

3. Other facilities mu同allyagree upon as nec沼田町事

4 
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ANNEX VI. JOINT COORDINATING COMMITTEE 

1. Functions 

A Joint Coordinating CommitteeσCC) will be organized. JCC meeting will be held at least once a 

ye町 andwhenever the need arises to: 

(1) Supervise annual work plans of the Pr句ectin line with the Plan of Operations 

(2) Review annual and overall progress of the Project and to evaluate accomplishment of annual 

targets and achievement ofthe objectives 

(3) Find out proper ways and means for solution of major issues arising from or in connection with 

the Project 

2. Composition of JCC 

(1) Chairperson: Deputy Chairman for Life Sciences， Indonesian Institute of Sciences (LIPI) 

(2) Co-Chairperson: Director for NITE-BRC 

(3) Members 

A. Indonesian Side 

a. Project Director 

b. PrqリectM叩 ager

c. Project Leaders of Research Subject 1ω4 

d. Representative(s) from University ofIndonesia (UI) 

e. Representative(s) from University of Gadjah Mada (UGM) 

B. Japanese Side 

a. Representative(s) of JICA Indonesia Office 

b目ProjectLeaders of Research Subjects 1 to 4 

c. Member(s) ofmissions dispatched by JICA 

d. Representative(s)企omNational Institute ofTechnology and Evaluation (NITE) 

e. Representative(s) from The University ofTokyo (UT) 

王Representative(s)from RIKEN 

(4) Observer(s) 

A. Indonesian Side 

a. Leader of Planning， Monitoring and Evaluation Team， Deputy for Li免 Sciences，LIPI 

b. Director ofBureau for Cooperation and Promotion of S&T， LIPI 

c. Other member(s) from the project 

d. Other official(s) appointed 

B. Japanese Side 

a. Representative(s) from Japan Science and Technology Agency (JST) 

b. Official(s) from the Embassy of Japan 

メ
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C目 Othermember( s)企omthe project 

d. Other official(s) appointed 

~oint Coordinating CommitteepcC)l 
/ ー、、 ，，F 、、、

Japanese Side lndonesian Side 

Co-Chairperson Chairperson 

Director for NITE・BRC Deputy Chairman for Life Sciences 

LlPI 

Members Members 

1. J1CA lndonesia Office 1. Project Director 

2. project Leaders of Research 2. Project Manager 

Subjects 1 to 4 
3. Project Leaders of Research 

3. Member(s) of J1CA Missions 
Subjects 1 to 4 

4. Representative(s) from N1TE 

5. Representative(s) from UT 
4. Representative(s) from Ul 

6. Representative(s) from R1KEN 
5.Rep陪 sen旬tive(s)from UGM 

Observers Observers 

1. Represen抱tive(s)from JST 1. Leader of Planning， Monitoring and 

2.0冊cial(s)from Embassy of Japan Evaluation Team， Deputy of Life 

3. Other member(s) from the project Sciences， L1PI 

4. Other 0冊cial(s)appointed 2. Director of Bureau for Cooperation 

and Promotion of 5& T， L1PI 

3. Other member令)from the project 

4.0thero而cial(s)appointed 
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MINUTES OF MEETINGS 

BETWEEN JAPAN INTERNATIONAL COOPERATION AGENCY AND 

AUTHORITIES CONCERNED OFTHE GOVERNMENT OF 

THE REPUBLIC OF INDONESIA 

ON JAPANESE TECHNICAL COOPERATION 

FOR PROJECT FOR DEVELOPMENT OF 

INTERNATIONALLY STANDARDIZED MICROBIAL RESOURCE CENTER 

TO PROMOTE LIFE SCIENCE RESEARCH AND BIOTECHNOLOGY 

The Japan Intemat10nal Cooperation Agency (hereina立erωas“JICA") Indonesia Of百cehad a series 

of discussions with the Indonesian authoriti田 concemedwi世1respect to desirable measures to be 

taken by JICA and authorities concemed of the Govemment of the Republic of Indonesia for the 

successful implementation of “the Projecl for Development of Intemational1y Standardized 

Microbial Resource Center to Promote Life Science Research and Biotechnology" (hereinafter 

referred 10 as“出eProject") 

As a result of the discussions， JICA and the Indonesian authorities concemed agreed on the matters 

referred to in the document attached hereto百lisMinutes ofMeetings is considered as a supplement 

document ofthe Records ofDiscussions (hereina立町問先立edωas“the R!D") 

Jbゐ?ムー--
Senior Representative 
Indon回目 Office
Japan lnt即日t10nalCoop町atIon
Agency (JICA) 

沸 J加a阻山向……nua吋山…a町山川ημ刊 2初0

Dr. Si山(jNu町ra叩m叩a油ha仰tiPr剖r叫i恥困恥仰O回叩n加l旧O 
Director 
Research C田t町長ilrBiology 
Indonesi岨Instituteof ScieuellS 
(LIPI) 
Republic ofIndonesia 

~ Ph.D 

ぺ&μ
l5f.Ad~fla印刷adi， M.Sc 
Dean 
Faculty ofMalhematics四d
Natural Scieuce 
University ofIndonesia 
Republic ofIndonesia 

Dr. Ir.可扇IW扇面M扇町，M.Agr
Dean 
Faculty of Agricultural Tec1mology 
Ulliversity of Gadjah Mada 
Republic ofIndonesia 

Witnes 
Dr. Kenヨ
Director 
NITE Biological Resource Center and 
NlTE Patent Microorganisms Depositary 
Department ofBiotechnology 
N ational Insti旬teofTec1mology and 
Evaluation 
(NlTE)， Jap岨

A
T
I
i
 

p
d
q
J
 

V
 

付属資料5

97



THE ATTACHED DOCUMENT 

MASTERPLAN 

This Master Plan (MlP) will be reviewed and revised， when nec田sityarises in the conrse of 

implementation ofthe Project. Especially， indicators ofM/P will be detennined within one year after 

starting the Project 

1. Project Purpose 

Internationally standardized microbial resonrce center as a core of Biological Resonrce Center to 

promote life science r田e町chand biotechnology is established 

2.0utpuおandActivities 

(1) Output 1 

Functions of microbial resonrce center in LIPI are developed to serve as a center for researches， 

目 '-situconservation， training and s田tainableutilization ofl由 robialresources 

Activities 

1-1. Introduce necessary facilities and equipment to operate the microbial resource center 

1-2. Prepare a step-by-step plan for improving the microbial resonrce center， in consideration with 

the ISO 9001 Quality Management System and the OECD Best Practice Guidelines for 

biological reso町cecenter， as well as in compliance with the Indonesian laws and regulations 

1-3. In加切切Z紅町珂町工訂却甲I]l駅p戸rov問o肝m一V刊ethe pro山tωoc∞叫o叫lぱ叫批町e叫 ql陥l阻悶e田E 白伽r日一mai山旧凶i
resources，必llowingthe latest microbiology trends. 

1-4. Establish a management system of the microbial resonrce center i丑 cOlfl]lliancewith the 

Indonesian laws and regulations 

1-5. Develop and improve the existing database of microorganisms preserved in出emicrobial 

resonrce center， based on the infonnation obtained d即時theproject. 

(2) Output 2 

Isolation and identification of new microbial resonrces originated企omIndonesia， which is 

beneficial to human welfare， food production， agriculture， and environmental restoration is 

conducted 

Ac出血

2-1. Isolate and iden的 microorganisl11Sbelonging to fungi， yeasts， bacteria， archaea， bacteriophage 

and microalgae 

2-2. Preserve the microorganisl11S studied， nsing long tenn preservation approach 

2-3. Conduct chemotaxonomy analysis， molecular identification， preservation methods， and other 

methods in accordance to the international standard procedures 

t
i
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2・4.Conduct microbial assay for evaluating beneficial11licroorganism to hurnan welfare 

2-5. Carry out lraining for capacity building on 11licrobiological taxonomy in collaboration with 

nucrobiologist c011llnunities. 

(3) Output 3 

Soil ll1Icroorganis11ls血athave beneficial ef五ectson agriculture， ecosystem conservation， and 

environ11lental restoration are isolated and characterized 

Ac魁虫E

3-A. Soil Bacteria 

3-A-1. Isolate the bacteria contributing to nIlrogen and carbon cycle世omarable soil， and caロYout 

identification， including phylogenelic analysis 

3-A-2. Select and characterize the isolates playing important roIes in carbon and nitrogen cycle and 

environmental conservalion 

3-A-3. Conduct functional gene阻 alysisof the isolates contributing to nitrogen and carbon cycle as 

well as studying microbial ecology of arable soil 

3-B. Ectomycorrhizal Fungi 

3-B-1. Collect mycorrhizal fungi from tTOpical rainforest aud caπY out phylogenetic and diversity 

analysis 

3-B-2. Select mycorrhizal fungi potentially effective to promote the growth of仕e田

3-B-3. Analyze the effects ofmyco泊 izalおngito enhance the growth of悦目。

(4) Output 4 

Anirnal gut microbiota are isolat疋d，identified and selected for probiotics 

全盛主誕E主

4-A. Chicken 

4-A-1. Isolate and identify the iutestinal bacteria of chicken 

4-A-2. Screen the bacteria isolated for probiotics 

4-A-3. Evaluate the e回ectsofprobiotic bacteria on chicken productivity. 

4-A田4.Carry out molecular 配 ologicalstudy of chicken intestine. 

4-B. Cattle 

4-B-l. Isolate and identify lactic acid bacteria of cattle rumen and silage. 

4-B司2.Screen lactic acid bacteria for probiotics 

4-B-3. Evaluate the e回ectsofprobiotic bacteria on cattle productiviか

4-B-4. Carry out 11l01ecular ecological study of catt!e ru11len 

ANNEXI 

ANNEXII 

LIST OF JAPANESE MEMBERS 

LIST OF INDONESIAN MEMBERS 

-2-

出ー
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ANNEXIIl JOINT COORDINATING COMMITTEE 
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ANNEX 1 LIST OF JAPANESE MEMBERS 

The J apanese members are Project as list疋dbelow (plus Project Coordiualor) 

*Noles: Research subjects (RS) 1 104 correspouds 100utpu包 110 4 

Name of Expert Position Organization 

Ken-ichiro Suzuki 
Project Director (Project 

NITE 
leader for RS 1) 

2 Yasuyoshi Nakagawa Research Subject 1 NITE 

3 Masami Ichihara Research Subject 1 NITE 

4 Hajime Sato Research Subject 1 NITE 

5 Sayaka Ban Research Subject 1 NITE 

6 Izumi Okane Research Subj ect 1， 2 NITE 

7 Akira Nakagiri Research SUbject 1， 2 NITE 

B Hiroko Kawasaki 
Research Subject 2 

NITE 
(Project leader) 

9 Atsushi Yamazaki Research Subject 2 NITE 

10 Shigeki Inaba Research Subject 2 NITE 

11 Gen Okada Research Subject 2 RIKEN 

12 Hiroshi Sekiguchi Research Subject 2 NIT主

13 Koji Mori Research Subject 2 NITE 

14 Katsuloshi Fujita Research Subject 2 NITE 

15 Junya Seita Research Subject 2 NITE 

16 Mika Miyashita Research Subject 2 NITE 

17 Yoshihito Uchino Research Subject 2 NITE 

18 Moriyuki Hamada Research Subject 2 NITE 

19 Tomohiko Tamura Research Subject 2 NITE 

20 Shigeto Otsuka 
Research Subject 3 

UT 
(Project leader) 

21 To be assigned Research Subject 3 UT 

22 Yuki Muramatsu Research Subject 3 NITE 

23 Kazuhide Nara Research Subject 3 UT 

24 Akihiko Kinoshita Research Subject 3 UT 

25 Masao Murata Research Subject 3 UT 

Research Subject 4 
RIKEN 26 Moriya Ohkuma 

(Project leader) 

27 Maki Kitahara Research Subject 4 RIKEN 

28 Mitsuo Sakamoto Research Subj ect 4 RIKEN 

29 Yoshimi Benno Research Subject 4 RIKEN 

.4. 

j~ 
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ANNEX 11 LIST OF INDONESIAN MEMBERS 

The Indonesian members are as listed be1ow. 

*Not田 Researchsubjects (RS) 1 to 4 coηesponds to Outpnts 1 to 4 

Name of counterparts Research 5ubject Organization 

5iti Nuramaliati Prijono Project Director RCB 

2 Heddy Julistiono 
Project Manager 

RCB 
Research Subject 1， 2 

3 Atit Kanti 
Research Subject 1 (Project 

RCB 
leadeけ， 2

4 Puspita Lisdiyanti 
Research Subject 1， 2(project 

RCBiotech 
leader) 

5 Iman Hidayat Research Subject 1， 2 RCB 

6 Gayuh Rahayu Research Subject 1， 2 IPB 

7 Muhammad lIyas Research Subject 1， 2 RCB 

8 Wellyzar Sjamsuridzal Research Subject 1， 2 UI 

9 Arif Nurkanto Research Subject 1， 2 RCB 

10 Shanti Ratnakomala Research Subject 1， 2 RCBiotech 

11 Endang S. Rahayu Research Subject 1， 2 UGM 

12 Iwan Saskiawan Research Subject 1 RCB 

13 Yeni Yuliani Research Subject 1 RCB 

14 Kurniawan Research Subject 1 RCBiotech 

15 Mia Kusmiati Research Subject 1 RCB 

16 Uway W Mayhar Research Subject 1 RCB 

17 Dian Alfian Research Subject 1 RCB 

18 Ahmad S S Research Subject 1 RCBiotech 

19 Kartini Kramadibrata Research Subject 2 RCB 

20 Dewi Susan Research Su同ect2 RCB 

21 Nilam F. Wulandari Research Subject 2 RCB 

22 Nandang Suharna Research Subject 2 RCB 

23 Elvi Yetti Research Subject 2 RCBiotech 

24 Andria Agusta Research Subject 2 RCB 

25 Yopi Research Subject 2 RCBiotech 

26 Rohmatussolihat Research Subject 2 RCBiotech 

27 Dwi Susilaningsih Research Subject 2 RCBiotech 

28 Nining Betawati Prihantini Research Subject 2 UI 

29 Delicia Yunitarachman I Research Subject 2 RCBiotech 

-5-
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30 I Made Sudiana 
Research Subject 3 (Project 

RCB 
leader) 

31 Maman Rahmansyah Research Subject 3 RCB 

32 Agustinus Joko Research Subject 3 RCB 

33 Sri Widawati Research Subject 3 RCB 

34 Diah Supriati Research Subject 3 RCB 

35 Andri Frediansyah Research Subject 3 RCB 

36 Jaka Widada Research Subject 3 UGM 

37 Harmastini Research Subject 3 RCBiotech 

38 A附 anSugihaはo Research Subject 3 RCB 

39 Y日ωSubowo Research Subject 3 RCB 

40 Atik Retnowati Research Subject 3 RCB 

41 Sylvia Lekatompessy Research Subject 3 RCB 

42 Hesti L Tata Research Subject 3 FORDA 

43 Achmad Dinoto 
Research Subject 4 (Project 

RCB 
leader) 

44 Sugiyono Saputra Research Subject 4 RCB 

45 Sulistiani Research Subject 4 RCB 

46 Titin Yulineri Research Subject 4 RCB 

47 Yantyati Widyastuti Research Subject 4 RCBiotech 

48 Roni Ridwan Research Subject 4 RCBiotech 

49 Wulansih Dwi Astuti Research Subject 4 RCBiotech 

50 Ahmad Sofyan Research Subject 4 RUPDCE 

ヨ 6-

守十
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ANNEX III JOINT COORDINATING COMMITTEE 

1. Functions 

A Joint Coordinating Connnittee (JCC) will be organized. JCC meeting will be held at least once a 

year and whenever the need arises to: 

(1) Supervise annual work plans ofthe Project in line with the Plan ofOperations. 

(2) Review annual and overall progress of the Project and to evaluate ac即時lishmentof annual 

targets and achievement ofthe objectives. 

(3) Find out proper ways and means for solnlion ofrnajor issues arising from or in conneclion with 

the Project 

2. C0111position of JCC 

(1) Chairperson: DepuザChairmanfor Life Sciences， lndonesian Institute of Sciences (LIPI) 

(2) Co-Chairperson: Director for NITE-BRC 

(3) Me111bers 

A. Indonesian Side 

a. Project Director 

b.P吋ectManager

c. Project Leaders ofResearch Subject 1ω4 

d. Representalive(s)宜omUI

e. Representalive(s)宜omUGM

B. Japanese Side 

a. Representative(s) of JICA Indonesia Office 

b. Project Leaders ofResearch Subjects 1 to 4 

c. Me111ber(s) ofmissions dispatched by JICA 

d. Representative(s)宜omNITE

e. Representative(s)古omUT

王Representalive(s)宜0111RlKEN 

(4) Observer(s) 

人 lndonesianSide 

a. Leader ofPlanning， Monitoring and Evalualion Team， Deputy for Life Sciences， LIPI 

b. Director ofBnreau for Cooperation and Promotion of S&T， LIPI 

c. Other me111ber(s) fr011l the project 

d. Other official(s) appointed 

B. J apanese Side 

a. Representative(s)企omJST

b.O伍cial(s)from the Embassy of Japan 
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c. Other member(s)宜U111the project 

d.O血erofficial(s) appointed 

同ointCoordinating Committee (JCCll 
，F -h-

-8-
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収集資料一覧 

 

1. RCB-LIPI が建設予定の微生物資源センターの図面（Summary Basic Design Study 

Report on the Project for Support of Facilities for Biological Resources 

Center in the Republic of Indonesia） 

2. RCB－LIPI のプレゼン資料 

3. LIPI Strategic Action Plan （31 ページ抜粋） 

4. Research Activities (5 Years), RCB-LIPI(2014 年まで有効) 

5. Undang Undang No.5 Tahun 1994 Tentang: Pengesahan United Nations Convention 

On Biological Diversity (Konvensi Perserikatan Bangsa Bangsa Mengenai 

Keanekaragaman Hayati) （生物多様性条約を国内法に組み込む旨の法律） 

6. Keputusan Presiden Republik Indonesia Nomor 103 Tahun 2001  Tentang 

Kedudukan, Tugas, Fungsi Kewenangan, Susunan Organisasi, dan Tata 

Kerja Lembaga Pemerintah Non Departemen (LIPI を生物多様性の科学的責任

機関とする政令) 

7. Depositor Strain Data Sheet（保存系統データシート） 

8. Surat Permintaan Menjadi Depositor (保存申請書) 

9. Surat Permintaan Bahan Biologis (生物試料申請書) 

10. Record of preserved material（保存試料記録） 

11. Formulir Penerimaan Jasa (サービス申請書) 

12. Permohonan Pembelian Kultur LIPI MC (LIPI MC のカルチャー購入申請書) 

13. Jurus Baru Melumat Metana (温室効果ガス管理及び生物肥料（Biofertilizer） の

重要性に関するウェブページ) 

14. Pupuk Organik Berbasis Mikroba Lokal (在来微生物による有機肥料) 

15. Mikroba Asal Papua Jadi Pupuk "Beyonic" (パプア原産の微生物による生物肥料) 

16. Made Sudiana, bersenjatakan Mikrobia (Made Sudiana 氏（カウンターパートの

一人）の活動を紹介するウェブページ) 

17. Biofertilizer for revegetation（植生回復のための生物肥料に関する KOMPAS（LIPI

の広報サイト）記事） 

18. NOSC Nagrak Organic SRI Center（生物肥料の普及に携わる NGO のパンフレット） 

19. FORKOMICRO Catalogue of Cultures of Indonesian Microorganisms（インドネシ

ア産の微生物カルチャーカタログ） 

20. OECD Best Practice Guidelines for Biological Resource Centers（生物資源セ

ンターのための OECD ベストプラクティスガイドライン） 

21. IBIS Microbiology (微生物部門の IBIS 入力フォーマット) 
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